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1 児童の課題 

・自己肯定感が高くないという傾向が

ある 

・自分の思いを伝えることが苦手な児

童が多い。 

・思いやりのある児童が多い反面、相

手の気持ちを考えないで行動する児

童がいる。 

 

2 教師の願い 

・自分に自信を持つ児童。 

・自分の思いや願いを表現できる児童。 

・違いを認め、思いやりのある児童。 

 

「豊かな心」の育成 

を目指すことで育てていく。 

3 研究の柱 

① 豊かな心の育成を、全教育活動を通して行

う。 

    （構想図の作成 ２年生の例） 

② 豊かな心を育成する柱として、道徳科を位

置付ける。道徳の授業では「対話を通して考

えを深め」ていく。 

※対話には「教材との対話」「他者との対話」「自己

との対話」がある。 

「特別の教科 道徳」 
 研究主題 豊かな心をもち よりよく生きようとする児童の育成 

対話を通して考えを深める道徳授業の工夫 
 

４「対話を通して考えを深める」道徳授業を行

うための研究の視点 

① 道徳的価値の明確化 

② 問い返し 

③ 思考ツール 

④ 振り返り 

入間市立藤沢南小学校 

２年 

主題設定の理由 
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 授業では、主題やねらいをしっかりと設定する必要がある。学習指導要領と道徳の教材の重なる部分を

見つけ，それに児童の実態をかけ合わせることで道徳的価値を捉えることができる。これを授業者が明確

に持つことで，問い返し，思考ツール（板書），振り返りをどのようにするか考えることができる。 

 

 

 

《問い返しの効果》 

① 曖昧な表現を詳しくさせる 

◎子どもの発言に対して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎発問：ぼくの気持ちはどうして変わったのでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１道徳的価値の明確化 

２問い返し 
問い返しは本時で考えさせたい道徳的価値に迫るもの。主発問で子どもたち

に考える視点を与える。その後問い返し（補助発問）をすることでより深い部分

を考えることができる。 

 

おじさんが助けていたから 

おじさんの影響が大きい 

見ず知らずの人なのに助けていた！ 

困ったときはお互い様！他人でもね！ 

もしおじさんが手伝っていなかった

ら、ぼくの心動いていた？ 

おじさんって，車いすの方と 

どういう関係？ 

どうして，見ず知らずの人を助

けたのだろうね？バスの運転手

さん１人でもできたのでは？ 

表面的な気持ち 

 

②表面的な気持ちの内側に隠された本質的な気持ちを引き出す 

感情を明確にする必要性がある時 

「どんな気持ち？」 

行動した対象を確認したい時 

「誰に？」 

考えた理由が知りたい時 

「どうして？」 

より具体的に確認したい時 

「くわしく教えて！」 

行動の必要性を問いたい時 

「○○は何のためにしたと思う？」 

本質的な気持ち 

から 

にせまる 



3 

 

 

比較型 

子どもたちの言葉を比べるこ

とで，その関係性から様々な

見方・考え方を引き出す。 

葛藤型 

中心発問で主人公の葛藤を問

い，２つの選択肢で考える。最終

的には選んだ理由を考える。 

心情メーター 

揺れ動く気持ちを可視化し，

友達の内面の気持ちの動き

をたしかめられる。 

 

 

 

心情メータ 

 

イメージマップ型 

たくさん意見を出して拡散

し，共通項を見出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３思考ツール 

４振り返り 

子どもたちの考えたことを「見える化」し，考えることを助けてくれる道

具 

 

道徳の振り返りとは⇒ 自己を見つめること＝自分の心を見つめること 

＝教材から離れて自分のことを考えさせる 

〇何を「振り返り」させたいのか明確にする。 

①授業の内容を振り返る。 

②今までの自分の経験を振り返る。 

③道徳的価値について考える。 

  →ア、授業前に今日のテーマについての自分の考えを書く。  

    イ、今日の話し合いのテーマを書く。 

    ウ、授業後にもう一度今日のテーマについての自分の考えを書く。 

○「振り返り」の方法を選択できるようにする。 

◇思考ツール  

子どもたちの考えたことを「見える化」し、考えることを助けてくれる道具 

『心情メーター』 『顔マーク』 『心のものさし』 『帽子の色』・・・ 

考えの見える化にはタブレットが効果的である。 

◇構造的な板書 

◎構造的な板書で子どもの発言が増える。  

 →図や表、写真や矢印などを効果的に用いて，子どもの考えや気付きを構造的にまとめながら思考に沿っ

た流れのある板書を手がかりに考えられるから。板書から対話が生まれる。 

 

対比 

いくつかの視点で考えたことを

書き出すことで多面的に見るこ

とができる。 

顔マーク 

気持ちを顔の表情に表すこと

で可視化し，その心の動きを

たしかめられる。 

 

振り返りの課題 
・子どもの手がとまる。 

・「～が大切だと思った。」等の授業

をしなくてもかけそうな内容。 

・「何を書けばいいんですか？」と

いう質問。 

◎見える化をすることで子どもの発

言が増える。→どのように自分の考

えを言えば良いかということが明確

になる。 →さらに思考が深まる。 

 

そのために 
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成果と課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇道徳を楽しみにしている児童が増えた。 

〇道徳の授業で学んだことが、子ども達の会話の中で話題にあがるようになった。 

〇１時間の重みを自覚し、大切に取り組むようになった。 

〇道徳の授業でのタブレットの活用が他教科でもできるようになった。 

〇ねらいの立て方や主発問・問い返しの工夫など授業作りの基礎を学ぶことができた。 

○上辺のきれいごとを言うだけでなく、弱い心（人間理解）に向き合える子が増えた。 

○子ども達ならどう考えるか、と予想しながら授業を考えことができるようになった。 

○思考ツール（板書等）を活用して子どもの考えを引き出せるように意識するようになってきた。 

○他教科でも話し合いを取り入れることが増え、少しずつ子ども同士で話し合いができるようになってきた。 

▲子どもの心の弱い所やずるい所、自己中心的な所をさらにうまく引き出して、授業を展開できるようにしたい。 

▲クラス内の道徳掲示をさらに充実させたい。 

毎日行う縦割り班清掃 地域の方々との世代間交流会 ボランティアさんの読み聞か

せ 

豊かな心を育むための他の取り組み 

○道徳の授業では、 

考えを深めたり、話し合

ったりする活動に取り組

んでいますか。 
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令和４・５年度  入間市教育委員会・入間市教育研究会 委嘱 

 

 

 
 

 

１ 主題設定の理由 

埼玉県学力・学習状況調査や全国学力・学習状況調査において、本校の児童の学力は全国、

県、市の平均よりどの教科でも下回っており、クラス内の学力差が大きい。また、個別支援を必要

としている児童も多く、授業に参加できない児童もいた。 

そこで、全教科の土台となる国語科に絞り、全児童がわかる・できる授業づくりをめざして、教

員のさらなる授業力向上を図りたいと考え本研究主題を設定した。 

 

２ 研究の概要 

（１）研究仮説 

全児童が授業に参加するための工夫をすることで、一人もとりこぼさずだれもが 

わかる・できる授業づくりができるであろう。 

  

（２）目指す児童の姿 

・全児童が、授業に参加できるようになる。 

・主体的に授業に参加する児童が増える。 

 

（３）手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 

一人もとりこぼさず、だれもがわかる・できる授業づくり 

～国語科「読む」領域を通して～ 

入間市立新久小学校 

①授業の焦点化 

・その単元で学ばせる指導重点 

事項を一つに絞り、授業の焦点 

化を図り、児童が授業を理解し 

やすくする。 

②児童の実態把握 

・前学年での指導事項、指導内

容、児童の様子・理解度の把握

をする。 

・単元テストや学力テストによる

理解度、苦手な事項の把握を 

する。 

 

③学び合い 

・学び合いの場を設定し学び合 

いを通して、全員が授業に参加

できるようにする。 

・児童の実態に合わせた学び合 

いの仕方にする。 

 

④授業の UD化 

・ICTを活用した授業を行う。 

・単元の流れ、1時間の授業の 

流れがわかる掲示や板書をする。 

・ICTを使った配慮を要する 

児童への支援をする。 

⑤授業のふり返りの充実 

・この時間で（この学習で）何を 

学んだかをふり返る。 

・この学習を通して、何ができる 

ようになったかをふり返る。 

⑥授業時間以外の活用 

・読書活動の推進、充実をする。 

・家庭学習で、自主学習に取り 

組む。 

・詩等の暗唱に取り組む 
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（４）具体的な取組 

①授業の焦点化 

・その単元で学ばせる指導事項を１つにしぼり、児童が授業を理解しやすくした。 

 

②児童の実態把握 

・単学級が多い小規模校であることを生かし、 
前学年での指導内容、児童の様子や理解度を 

情報共有し、指導計画を立案した。 

                                    ・学力テストや単元テストで理解度やつまずき 

そうな内容を把握し、指導計画立案に生かした。 

 

 

  ③学び合い 

・さまざまな学び合いの場を設定し、学び合いを通して全員が参加できるようにした。 

教材と                     ペアで 
 

 

 

 

 

 

C 読むこと 
(小)第 1 学年及び第 2 学年  (小)第 3 学年及び第 4 学年 (小)第 5 学年及び第 6 学年 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

構造と内容の
把握 

ア時間的な順序や事柄の順序など

を考えながら,内容の大体を捉

えること。 

ア段落相互の関係に着目しなが

ら,考えとそれを支える理由や

事例との関係などについて,叙

述を基に捉えること。 

ア事実と感想,意見などとの関係

を叙述を基に押さえ,支章全体の

構成を握えて要旨を把握するこ

と。 

イ場面の様子や登場人物の行動

など,内容の大体を捉えるこ

と。 

イ 登場人物の行動や気持ちな

どについて,叙述を基に捉える

こと。 

イ登場人物の相互関係や心情な

どについて,描写を基 に捉える

こと。 

精査・解釈 

ウ文章の中の重要な語や文を考え

て選び出すこと。 

ウ目的を意識して,中心となる

語や文を見付けて要約するこ

と。 

ウ目的に応じて,文章と図表など

を結び付けるなどして必要な情

報を見付けたり,論の進め方につ

いて考えたりすること。 

エ場面の様子に着目して, 登場人

物の行動を具体的に想像するこ

と。 

エ登場人物の気持ちの変化や性

格,情景について,場面の移り変

わりと結び付けて具体的に想像

すること。 

エ人物像や物語などの全体像を具

体的に想像したり, 表現の効果

を考えたりすること。 

考えの形成 

オ文章の内容と自分の体験とを結

び付けて,感想をもつこと。 

オ文章を読んで理解したことに

基づいて,感想や考えをもつこ

と。 

オ文章を読んで理解したことに

基づいて,自分の考えをまとめる

こと。 

共有 

カ 文章を読んで感じたことや

分かったことを共有するこ

と。 

力 文章を読んで感じたことや

考えたことを共有し,一人一人

の感じ方などに違いがあること

に気付くこと。 

カ文章を読んでまとめた意見や

感想を共有し,自分の考えを広げ

ること。 

5 年の「生き物

は円柱」では…。 

【例】３年「モチモチの木は

C 読むこと（１）カを重点に

授業を展開しよう。 

低学年 
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グループで                                   座席の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師の言葉や板書から  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットから 

 

  

 

 
 

他の子はどんな 

考えかな。 

すごい。ほんとうに 

はまぐりは、すばやく

かくれるんだ。 

中・高学年 

学び合いがしやすいよう

クラス全体をコの字型に

したり、人数や机の配置

を工夫したりした。 

 

特別支援学級 

特別支援学級では、一人

一人の意見を吸い上げる

ため教師もグループに 

入り学び合いを行った。 
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④授業の UD化 

 ICTの活用 ・授業の導入として、ICTを使って前時の児童のふり返りを提示したり、 

時間の順序を考える学習で児童が直感的に操作し、思考の手助けとしたりした。また、本文

に線を引いて考えさせたい学習では、教科書に線を引くのではなく、タブレット上の本文に線

を引くことで、間違えてもすぐ消すことができ、どの児童も躊躇なく、線を引く活動ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシートの活用 
・全文シートを使用し、 

    文の構成や大事な言葉 

を見やすくし、主人公の 

気もちの読み取りや筆者 

の意見の要約の手助け 

とした。 

 

個に応じた支援 
・配慮を要する児童には 

    個別のワークシートを 

    用意し授業に臨みやすく 

    したり、パーテーションで 

  場を区切り、集中しやすく 

    したりした。 

３年とうげで転んだ 

おじいさんはどのように 

元気になったのかな。 

このたんぽぽ 

は何番目かな。 

通常学級での支援 特別支援学級での支援 

トラックのつくり 

はどこにかいて

あるかな。 

 

モチモチの木を読んで

最初の豆太と最後の

豆太を比べたいと思っ

た人がいますね。 
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⑤ふり返りの充実 
  ・視点を提示して授業のふり返りをさせ、単元を通して 1 枚のシートにふり返りを書かせること

で、自分の変容に気づけるようにした。また、授業の流れ等を掲示し、その単元をふり返ること

ができるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

⑥授業以外の取組 
・詩等の暗唱、自主学習の推奨、並行読書・読書活動の推進をし児童の主体的態度を育成した。 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 
 

 

朝読書時に図書ボランティアに 

よる読み聞かせも行っています。 

授業の流れの掲示 

自主学習ノート 
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⑦児童へのアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 成果と課題 

 

【成果】 

 ○児童中心の授業を構成していくことで、主体的に授業に参加する児童が増えた。 

○重点事項を１つにしぼって指導することで、各単元の指導項目が「わかった」「できた」という

児童が増えた。 

○授業の UD化や ICT活用で、配慮を要する児童も授業に参加できるようになった。 

○学び合いの中で、ジャンプの課題を設定することで、学習意欲の向上に繋げることが 

できた。 

 

【課題】 

・児童の意識面では国語の授業内容を理解できると答えているが、埼玉県学力・学習状況調査

や単元末のテストの結果から、学力面では依然として課題があるので、さらなる学力向上策の

研究を続けていく。 

・国語の授業への意欲はあるが、読書の推進までには、繋げきれなかったので、今後も引き続き

対策を講じ、進んで読書をする児童を増やしていきたい。 

  

0 20 40 60 80 100

１回目(R4)

２回目(R5.4)

３回目(R5.9)

①国語の授業は好きですか。

◯ どちらかというと◯

どちらかというと✖ ✖

0 20 40 60 80 100

１回目(R4)

３回目(R5.9)

②お話の本（絵本、物語、小説）を

読むことは好きですか。

◯ どちらかというと◯

どちらかというと✖ ✖

0 20 40 60 80 100

１回目(R4)

３回目(R5.9)

③文章を読んで、文章全体の構成が

分かりますか。

◯ どちらかというと◯

どちらかというと✖ ✖

0 20 40 60 80 100

１回目(R4)

２回目(R5.4)

３回目(R5.9)

④文章と図や表を結び付けて必要な

情報を見つけることはできますか。

◯ どちらかというと◯ どちらかというと✖ ✖
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令和４年・５年度入間市教育委員会・入間市教育研究会委嘱 

入間市立東町小学校 

 

１ 研究主題 

人間関係づくりを通して体力を高める児童の育成 

 

２ 主題設定の背景と仮説の設定 

   本校では、長引くコロナ禍の影響から、子供たちどうしが学校生活、及び授業内で関わる場面

が大きく制限され、また良好な人間関係を育む機会が失われ、トラブルが頻発していた。加え

て、子供たちの体力も低下し、体育への意欲も向上しない状況が続き、県下でも危惧されている

『運動好きの体育嫌い』の児童が本校でも多くいた。そうした状況を改善するため、体育科を通

して良好な人間関係と体力向上を行えないかと考え、主題の設定に至った。 

   そして主題を実現させる手立てとして、本校は、運動の本質に触れる楽しさを味わわせるため

の『魅力的な活動』と、学び合いの効果を高めるための『意図的な関わり合い』の２つをキーワ

ードとし、 

① 魅力的な活動を取り入れることで、進んで運動に取り組み、体力の向上につながるであろう。 

② 意図的に仲間との関わり合いを取り入れることで、学び合いが深まり、体力の向上につながる

であろう。 

の２つの仮説を立て、主題の実現にせまっていった。 

 

 

３ 本校における意図的な関わり合い(学び合い)とは 

   本校では、従来型の『練習量を増やして体力や、技能を向上させる』体育と並行し、『良

好な人間関係作りを通した学び合いでも体力を高められる』ことに焦点を当てている。 

   具体的に、①知識(どうすればできるか)、②技能(技ができるようになった)、③感情(も

っと高めたい)、①知識(どうすればできるか・・・)、といった①、②、③・・・のスパイ

ラルによって体育が好きになっていく過程の中で、本校の研究は①知識から②技能へシフト

する中での学び合いを研究した。(下図参照) 
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４ 研究組織 

   本校の研究組織は研究推進委員会を軸として、授業研究部と体育的諸活動部の専門部会が

設けられている。その２つの専門部会が授業づくりや、環境を整備することで、全学級が同

じ基準や器具を用い、研究が行えるよう組織づくりを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 仮説にせまる手立てと主な取り組み   

仮説①魅力的な活動 仮説②意図的な関わり合い 

場の工夫 

・マット運動では、坂や細道をつくり、より多

くの場を設定する。 

・ルールを子供たちと考え、授業を作っていっ

た。(クラスごとにルールが異なる。) 

グルーピングの工夫 

・単元や学年の実態に合わせ、グループを同質

にしたり、異質にしたりした。 

・生活班をベースにしたチーム作りも行った。 

教材・教具の工夫 

・タブレットを活用した授業の展開。(振り返り

を動画撮影形式で行った。自分の技をセルフ

カメラで観る等) 

授業展開の工夫 

・ゲームでは作戦タイムを多めにとり、児童ど 

うしが関わりあえる時間を確保した。 

単元計画の工夫 

・単元の名前をより子供の興味を惹きやすいよ

う、学年、学級の実態に合わせた。 

・毎時間記録等を計測し、個人やチームの伸び

に注目させた。 

教師の積極的な声掛け 

・教師が１時間に１００回の肯定的、具体的な 

 声かけをめざし、意欲の向上を図った。 

 (肯定的、具体的声掛けの例・・・ひざがしっ

かりとのびていて技がきれいですね。) 

学習カードや掲示物の工夫 

・学習カードでは毎時間の振り返りを大切に 

し、自己の学びを確認できる場とした。 

・児童どうしの言葉や、運動のポイント等を記 

録し、賞賛、掲示を行った。 

体育の生活科 

・チームの対戦表や、技のポイントを教室内で 

 掲示することによって、体育の時間以外で 

も、体育に関わる会話が増えるように促し

た。 

研究推進委員会 

授業研究部 

・指導案に関すること 

・体育授業のスタンダード な

ど 

体育的諸活動部 

・児童アンケートの実施 

・校庭遊具の環境整備 など 

各学年 

・全学級で研究授業の実施 

・体育の生活科を伴う学級経営 
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６ 研究のあゆみ 

  令和４年度 

   ５月３０日 講演会 

  １１月２８日 低学年全体研修会  単元名：ボールけりゲーム 

  １２月１２日 中学年全体研修会  単元名：小型ハードル走 

   ２月１４日 高学年全体研修会  単元名：跳び箱運動 

 

令和５年度 

 ６月１２日 低学年全体研修会  単元名：マットを使った運動遊び 

 ６月２９日 中学年全体研修会  単元名：キックベースボール 

 ７月 ３日 高学年全体研修会  単元名：跳び箱運動 

１１月１０日 入間市教育委員会・入間市教育研究会委嘱 研究発表会 

 

       ～当日の公開授業～ 

        ・１年２組 単元名：アズマーの冒険～動物島を抜け出そう～ 

                  (マットを使った運動遊び) 

        ・３年１組 単元名：チームで、優勝目指して勝ち進め！！あず小シリーズ！ 

                  (ベースボール型ゲーム) 

        ・４年３組 単元名：体の成長とわたし<保健> 

                  (よりよく成長するための生活) 

        ・６年２組 単元名：あずっ子パワーで Let’s challenge! 

                  (跳び箱運動) 

 

    １年２組                ３年１組 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ４年３組                ６年２組 
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７ 成果と課題 

 

２年間の研究を経て、子どもたちは関わり合いの中で知識や技能、学びに向かう力が育つ

ことが分かった。技能面では、「自分の言葉」で相手に伝えるほうが伝わりやすく、ペア・

グループでの関わり合いを通し、向上が認められた。ゲーム形式の授業ではタブレットを用

いたペア・グループの作戦会議や、インタビュー形式の振り返りを行うことで、具体的な言

葉を多く引き出すことができた。場の設定にも工夫を行い、オリジナルの体操を作ったり、

教室に体育のコーナーを設けたりし、意欲の向上につなげた。 

体育的諸活動部のアンケートからも、『友達に意見を言い、友達ができるようになった』

や、『友達に言われ、できるようになった』などの数値も上がり、関わり合いを通した成果

が子供たち自身にも実感させることができた。 

   今後の課題については、「〇〇遊び」、のような単元ではどこまで技能を求めるのか、ゲー

ム形式の授業では複雑なルール作りや時数、運動時間のバランスは適切か、器械運動では子

どもどうしのアドバイスの質を高めるにはどんな手立てがあるのか、等が挙がり、今後の研

究を通して追求していきたい。 
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令和４・５年度入間市教育研究会・入間市教育委員会委嘱研究 

 研究主題 

 

 

                                                                 

入間市立高倉小学校 

１ 主題設定の理由 

新学習指導要領で求められている「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善を行うこと

を基本とした上で、埼玉県学力・学習状況調査などの結果から、本校の児童は「自分の考えを表現する力」

「思いや考えを伝える力」「物事を順序だてて説明する力」に課題があることが分かった。そのため、昨年

度は算数科の学習を通して学び合いの研究を行った。２年間の研究を通して、子供たちは自分の考えを

伝えたり相手の考えを聞いたりする中で新たな視点に気付き、さらに思考を深めようとする姿が見られ、

学力も徐々に成果が見られるようになってきた。しかし、埼玉県学力・学習状況調査の他、日々学習して

いる子供たちの様子から、文章問題の無答率が高いこと、問われている内容が理解できていないことが

新たな課題となり、今年度は国語科を通して学び合いの研究を行うこととなった。 

今年度の校内研修の目標は、教師が国語科指導法・教材研究の基礎基本を学ぶことに加え、入間市の

取り組みである「学び合い」に取り組むことである。国語科を学ぶために、模範授業を見て学ぶこと、教材

研究の充実、先行の指導案から学ぶこと、１人１回の授業研究、夏休みの指導者を招いての研修を取り入

れた。また、学び合いを学ぶためには、豊岡中学校、黒須中学校等の授業を見て学ぶこと、指導者を招い

ての研修を行うこととなった。 

令和５年度の校内研修の目標は、今年度身に着けたスタンダードを土台として、新学習指導要領に即

した授業改善を目指すとともに、学び合いを通して自己表現できる学級づくりを目指していく。 

 

2 めざす児童像 

 「互いに認め合い、伸び伸びと自己表現できる児童」 

【具体的な児童の姿】 

・自分の考えを友達に伝えることができる。      ・友達の考えを聴くことができる。 

・友達の考えや頑張りを認めることができる。     ・自分から進んで学習に取り組もうとしている。 

・難しいことにも進んでチャレンジしている。      ・正しく音読することができる。 

・自分の主張・根拠・理由を持つことができる。 

 

3 研究仮説 

児童の読む力の定着と伝え合う力の向上を図るために、①学習する楽しさや伝える楽しさを味わい、

②互いに考えを伝え合う経験を積むことで、児童が互いに認め合い、伸び伸びと自己表現するようになる

であろう。 

 

児童が互いに認め合い、伸び伸びと自己表現できる学級と学びの土台づくり 

～国語科の学習を通して～ 
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４ 研究の手立て 

 ・高倉スタンダードの統一(系統表の活用)        ・意図的な音読の取り組み 

・必要感のある学び合い(ペア・グループ活動)の設定 ・コの字型の机配置での学習 

① 学習する楽しさや伝え合う楽しさを味わうための手立て 

・視覚的・実感的な教材を取り入れる。         ・ICT を活用して、より多くの友達の考えに触れる。 

・教師の返し言葉を入れる。(「どうして？」「本当に？」「ほかには？」) 

・振り返りカードで視点をもたせる。            ・タブレットで単元の学習のまとめを作成する。 

・人間関係を配慮したグルーピングをする。      ・言葉のたから箱(教科書巻末)を活用する。 

・分からない言葉は辞書を引く。               ・思ったことや感想を吹き出しに書く。 

・読書時間の確保をする。                    ・「日本語であそぼう」のプリントに取り組む。 

② 互いに考えを伝え合う経験を積むための手立て 

・必要に応じて、ペア・グループ学習を取り入れる。    ・オクリンクで自分の考えを入力し、共有する。 

・テーマを決めて、１分間トークをする。              ・児童の活動を意図的に見守る。 

 

５ 授業研究部の取り組み 

「高小スタンダード」 

学習活動 内容 時間配分 

 〇前時のふりかえり 掲示物などを用いながら前時のふりかえりを短時間で全体で確

認する。 

約 10分 

○め 

青色 

〇課題の提示 必然性のあるめあてになるようにする。書いたり読んだりして全

体で確認する。 

 〇音読 授業の中に必ず「音読」の活動をいれる。本時の学習、学習課題

につながる音読にする。 

 〇見通し 学習範囲や学習方法を確認したり、既習事項を引き出したりし

て、課題を解決するための見通しを持たせる。 

 〇課題解決 

・個人 

   ↓ 

・ペア orグループ 

   ↓ 

・全体 

   ↓ 

・個人 

最初の１人で考える時間をとりすぎないようにする。 

（１０分以内） 

ペア・グループで、自分の考えを伝え合う。 

全体の学び合いでは、教師が児童の考えを繋げたり、広げたりで

きるようにする。 

全体交流をした後に、個人の考えをまとめる（ふりかえる）時間を

とる。 

約 25分 

○ま 

赤色 

① まとめ 

（赤色で囲む） 

課題と正対させるまとめを書く。 

約 10分 
○ふ ② ふり返り ○わかったこと、○がんばったこと、○と○もだちに伝えたい・発表したい

こと、○やってみたいこと のいずれかの視点でふりかえる。 
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６ おもしろ国語部の取り組み 

教室で行う授業以外のアプローチで国語に対する興味関心を伸ばし、

言語感覚を育成することを目的として、おもしろ国語部は活動を進

めた。 普段何気なく使っている言葉や漢字に興味を持ってもらえ

るように言葉の二択のクイズや並び替えなどを掲示する「おもし

ろ国語コーナー」を設定した。各学年に応じた難易度のクイズを

設定し、それぞれ違った問題を掲示することで、興味の湧いた児

童が他の学年をめぐって、問題が解けるように工夫をした。 

 

 

【取り組みの一例】 

（１） 季節の詩 

 

 

  

 

 

 

 

７ 調査部の取り組み 

 国語 学習アンケートの結果から 

令和５年５月に実施した児童への「国語 学習アンケート」では、以下のような結果がみられた。 

                             

                                                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本特有である四季を感じさせる詩を

掲示した。その季節ならではの言葉が入っ

ているものを選択し、その時期に合わせ

て、およそ三か月ごとに詩を張り変えた。 

  

 全体として国語の学習を楽しいと感じている

児童が多いが、学年が上がるにつれ楽しいと思

う児童が減っている。特に４年生で、楽しくない

と感じている児童が多いことが分かった。授業

の中で、「自分の考えを持つ」ことができている

と感じている児童は全体として６割である。 

 「友達に自分の考えを伝えるのは好きですか」

という質問については、「いいえ」と答える児童

の割合が増加し、特に３年生、４年生、６年生で

は、ほぼ同じ割合となっている。自分の考えを

伝えることに対しての抵抗感が強いことが分か

った。自分の考えを持つこと、相手に考えを伝

えることに課題があることから、解決のための

手立てが必要であることが分かった。 
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８ 校内研究の成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成果 

 

〇「高倉スタンダード」を確立させることで、児童が学習の見通しを持てるようになり、児童が進んで学

習に取り組むことができた。進級しても同じスタイルで学習でき、児童が安心して学習できる環境

が整った。 

 

〇ペア・グループ学習を意図的に取り入れることで、抵抗なく自分の考えを言えるようになり、児童が

主体的に学ぶ習慣がついた。それにより、児童から「またやりたい・楽しかった。」という言葉があが

った。 

 

〇ペア・グループ学習の中で、「どうしてそう考えたの？」「こういう考えもあるよ」「なるほど」などの言

葉が増え、学習の楽しさを感じたり、人の考えを認めたりすることにもつながった。 

 

〇コの字型の机配置にすることで、考えを聞いてもらえる安心感や相手を見て話を聞く姿勢の習慣化

につながり、意欲的に学習に取り組むことが増えた。 

 

〇音読の宿題のみではなく、授業の中で音読をする機会をとることで確実に読む力が伸びている。 

 

〇振り返りを継続して取り入れフィードバックすることで、児童の気づきや実態を把握でき、「次はこん

な学習をしたい」「今日習ったことを使って…」など、前向きな振り返りに変わってきた。次の学習へ

の目標を立てることにもつながっている。 

 

課題 

 

〇考えの深まりをもたせるために、友達の考えに付け足しをしたり、友達の考えをつなぎ合わせて考

えを生み出したりするなど、スモールステップで手立てを講じていく。グループやペアで１つの考え

に絞る活動も必要かもしれない。 

 

〇自分を認める、自分の考えをもつために振り返りが重要だと感じた。十分な振り返りの時間を確保

していきたい。 

 

〇全ての単元・時間を学び合いで行うことに難しさを感じた。「学び合い」の取り入れ方を検討してい

きたい。 
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藤沢中学校 

１ はじめに 

 ここ数年、コロナ禍や令和３年度における学習指導要領施行等、学校教育を取り囲む環境は大き

く変化してきている。本校においても「何を学ぶか」から「どのように学ぶか」への転換を進めて

きた。その軸として「主体性」に着目してきた。 

主体性とは、考えや行動が他の人から見ても正しいと判断される性質と考えている。そのために

は、生徒自らが「やりたいこと」を探す過程で、より自己を高めていくことが大切である。 

そこで、生徒が自己調整をしながら学習を進められる「個別最適な学習」と、他者と学び合う「協

働的な学習」を軸に研究に取り組んできた。 

 

２ 本年度の取組 

（１）「個別最適な学習」と「協働的な学習」における「学びの往還」 

 ①個別最適な学習：生徒が自己調整しながら学習を進める。 

授業における「振り返り」の中から、

個人の興味関心に着目し個別最適な学

習に繋げる。その際に、特に自己評価表

をただ「感想」とするのではなく、「大切

だと思ったこと」「さらに学びたいこと」

に統一して実施した。 

 

 ②協働的な学習：他者と学び合う。 

学び合いになった時に、それぞれの「見

方・考え方」をとらえることのできる課題

設定をする。加えて、学び合いをする隊形

にも着目し、単純に机をつけるのではな

く、Ｔ字型にすることで、より相談しやす

い体制を作りあげる。 

 

 ③学びの往還 

生徒の言葉によるまとめ、グループで

の学び合いから全体の学びへとつなげる

過程から、改めて自分の「まとめ」を振り

返ることで、個別最適な学習へとつなげ

る。 

 その上で、家庭学習にも主体的に取り組むことのできる課題設定、支援を進めた。 

『 主 体 的 に 学 ぶ 生 徒 の 育 成 』 
～「個別最適な学習」と「協働的な学習」を軸に～ 

図１ 振り返り例 

図２ 協働的な学習 
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（２）全校授業研究会 

 個別最適な学習と協働的な学習を軸に取り組む過程から、授業研究会（表１）を実施した。中でも、

前年度学校評価における意見として、授業研究会の持ち方に関して以下の提案がなされた。 

 ・教科にとらわれずに、全員が参

観する。 

 ・生徒の学びに着目する。 

 これを受けて、授業を参加する側

の見方を大きく変更させた。 

具体的な進め方として 

①事前に分担した学習班の生徒の

活動を主に観察する。 

 

②授業後、分担した学習班ごとの

教員で分科会を持ち、生徒の学

びについて分析する（図３）。 

 

③全体会で、各分科会からの発表

を行い、全体の共有を図る。 

 

 今までの授業研究会は、教師の指

導内容に傾注されがちであった。結

果、参観する職員も教科担当でなけ

れば、専門ではないからと言って、

なかなか意見が出しにくい雰囲気

になってしまっていた。今回の提案

より、生徒がどのように学び、学習

した内容を高めようとしたかが着

目されることになった。 

結果、授業での学び方、今後の学

び方についての意見交換が進めら

れ、授業者にフィードバックされる

こととなった。 

このことについては、藤沢中学校

区小中合同研修会で藤井 千春先生（ 

早稲田大学教育・総合科学学術院

教授）にご指導をいただいた点も大

きな影響を受けた。 

 

 

日時 教科 授業クラス

授業者 金箱教諭

指導者 小椋指導主事

授業者 粕谷教諭
指導者 岡崎指導主事
授業者 中村教諭
指導者 釆澤先生（野田中教頭）
授業者 星野教諭
指導者 田中指導主事
授業者 佐藤教諭
指導者 小椋指導主事
授業者 谷川教諭
指導者 白井指導主事

保健体育 あすか学級 授業者 あすか学級職員

授業者 原山教諭
指導者 藤井千春 早稲田大学教授
授業者 吉武教諭
指導者 藤井千春 早稲田大学教授

国語 ３年２組 田中教諭

社会 ３年３組 山﨑強教諭

数学 １年２組 神原教諭

理科 ２年５組 岩田教諭

音楽 ２年２組 原教諭

保健体育 ２年３組 江原教諭

英語 ２年４組 小澤教諭

数学 あすか学級 村岡・河野教諭

5月10日 社会 ２年１組

１年１組国語

授業者

１年５組

9月11日

保健体育

数学

３年１組

３年４組

6月22日

11月10日

美術

数学

社会

英語

１年２組

１年３組

１年４組

図３ 生徒の学び方を分析する分科会 

表１ 授業研究会一覧 
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（３）何をすべきか考える 

①やりたいこと探し：主体性を育むために、自分のやりたいことを探す。 

 全校朝会での校長講話後に、各学年でオクリンクを活用して実施した。１００枚のカードから

５枚のカードを選択する過程で、アクションシート（図４）に記入することで自己理解を図る。

振り返りから、やりたいことの達成状況を自分自身で把握させる。同時に、オクリンクの機能か

ら友だちの「大事なこと」を共有することで、個の学習に留まらず、協働的な学習に繋げた。 

 

②藤沢未来ネット：生活を見つめ直す。 

上藤沢中・日々輝学園・藤沢地区区長会と

連携し、地域社会の一員として、自分たちに

何ができるかを考え、実践する活動を進め

た。入間市長杉島理一郎氏による入間市ＳＤ

Ｇ‘ｓ未来都市計画基調講演（図５）を受け

て、全校で自分たちの生活を見つめ直すこと

を行った。 

同時に、今の自分たちの生活から考え、見

直すべき校則について議論し、全校に問う活

動に繋げていった。 

喫緊では、入間市特産品のお茶の 

有効活用方法について検討、提案を行った。 

 

 

           

              大事   

          

     
    

     
    

     
     

         

 ク             
   

図４ やりたいこと探しの公式 

図５ 入間市ＳＤＧ‘ｓ未来都市計画 

基調講演 
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（４）主体的な学びのきっかけ 

①新聞記事学習：読売新聞ワークシート通信の活用。 

 週１回朝読書の時間に、読売新聞ワークシート通信（読売新聞読解力向上プロジェクト）を

実施した。ワークシートは、言語能力や情報活用力、論理的思考を伸ばすことを目的として作

成されたもので、総合的な学習担当者が

ワークシートを選択し実施した。 

②家庭学習ノート：個別最適な学習の支

援。 

 教科や内容・量は自分で考える。教科

に関していれば、何でもよい。授業の復

習や予習、さらには授業で学んだこと

を、さらに調べてきてもよい。あくまで

も、自分で主体的に取り組むことを主と

して実施した。 

１週間に一度校長へ提出（図６）することになっているので、中には行事等の感想を

書いてくる生徒もいた。 

 

３ 成果と今後の課題 

 成果として、埼玉県学力・学習状況調査に

おける令和４年度および令和５年度に学力

を伸ばした生徒の割合を比較した（図７）。県

平均を基準としたとき、令和４年度は、ほと

んどマイナスであった。しかし、令和５年度

では大きく向上した。現２年生の数学が県平

均からー０．３％であったが、前年度より１

５ポイントの向上を見ることができた。特に、国

語に関しては全国学力・学習状況調査でも全国平

均を越える状況が見られた。 

同時に、学校評価における質問項目「生徒は、主体的に活動できている」に対する職員の回答は、

１００％「できている」であった。生徒に対して同様の質問では、８５％の回答を得られた。また、

学校行事後に参観した保護者への調査では、「生徒の取組み」は１００％「よかった」との回答を得

ることができた。主体的な生徒の活動は、認められてきた。 

 反面、生徒の意識では４６％の生徒が、「進んで学習していない」と考えており、前年度より増加

している。このことに関して、「学び合い」がミニティーチャーの教える場になってしまい、自分で

学ぼうとする場にならないことがあるという報告があげられている。 

 加えて、振り返りシートの確認作業に多くの時間を有することが挙げられている。ＩＣＴ化等の

工夫も検討されているが、生徒の多様性を生かすために十分な検討が必要である。 何よりも、生

徒間、生徒教師間の良好な人間関係が重要となる。 

今後も、信頼関係を高める中、生徒の主体性を育む教育活動に取り組んでいきたい。 

図６ 家庭学習ノート 

図７ 埼玉県平均を基準とした学力を伸ばした 

生徒の比較 
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令和４・５年度 入間市教育委員会 入間市教育研究会 委嘱 

 

 

 

 

 

１ 主題設定の理由 

世の中では、Society5.0 という言葉が浸透しつつある昨今、インターネットや ICT 機器の発達・普

及により、生活の様式も大きく変わってきている。教育現場においても「GIGA スクール構想」の推進に

より、学校の ICT 環境も大きく変化した。また、「働き方改革」もクローズアップされるようになってきた

現在、教職員が日常的に取り組む業務として、授業のみならず校務にも目を向け、ICT 機器のより効

果的な活用について探求すべきと考えた。 

 

２ 研究の柱 

  本研究を円滑に進めるため、「授業・学習」「校務」２つの柱立てを行い、それぞれの領域の

中で、具体的な取組について研究を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 

「様々な教育活動における ICT の活用」 
入間市立野田中学校 

（１）「授業・学習」での活用 

① 家庭学習の充実 

② 学習保障 

③ ICTを活用することで 

できる授業、学び方 

（２）「校務」での活用 

① 働き方改革の推進 

② SDGｓの推進 

校長 

教頭 研究推進委員

「授業・学習」「校務」部 

文系教科 

理系教科 

技能を伴う教科 

特別な教科道徳 
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４ 研究の具体的な手立てとその成果 

（１）「授業・学習」での活用 

① eライブラリ等を活用した家庭学習の充実 

eライブラリを活用することで、プリントの印刷、

配付、回収、チェックなどの作業がなくなり、教師の

負担が軽減される。また、eライブラリを通して、生

徒の学習状況を把握することが容易となり、その後の

授業改善につなげることが可能となる。 

〈成果〉生徒の苦手を把握し、長期休業中の課題等で弱

点克服に努め、県学調で数値の向上が把握で

きた。 

例）現２年数学 ・正答率６４％（県５９％） 

・伸び「２」 （県「１」） 

 

② 欠席者に対する Zoomを活用した学習保障 

各クラスに Zoom の ID・PW を設定し、学校外か

らでも授業が受けられるようにする。生徒の欠席・出

停の際などに、保護者からの要請に基づいて授業配信

を行うという体制を整えた。 

〈成果〉配信方法や実施形態を工夫しながら、教員に

とっても負担の少ない方法で、学習が保障で

きるような形を模索しながら、本人・保護者

からの希望に、できる限り応えることができ

た。 

 

③ ICTを活用した授業展開の研究 

ICTを活用することで可能になる授業事例の研究を行うに当たり、大きく４つのチーム

に分かれて研究を進めた。 

〈成果〉４つの分科会ごとに研究を行うことで、教科を超えて共有できるノウハウや手立て、

今後の可能性について様々な視点から考えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム A【文系教科】 

を活用したモニター表

示 

学習の情報量増加や繰り返し学習の最

適化、より良い手本の提示等を可能にし

た。 

チーム B【理系教科】 

Google スプレッドシートの活用 

入力後、表や の即時ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを

可能とし、生徒の思考時間を充実させた。 

チーム C【技能を伴う教科】 

オクリンクの活用 

録音、画像、動画のデータのやり取りか

ら、指導と評価を充実させた。 

チーム D【特別な教科道徳】 

オクリンクやムーブノートの活用 

「心情円」や自分の考えを共有しやす

く、授業を通して思考を深めることがで

きた。 
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（２）「校務」での活用 

①  Googleスプレッドシートやフォームを活用した校務の最適化と負担軽減 

スプレッドシートやフォーム等のアプリケーションを活用することで、教職員の日々の校務を最適

化し、負担軽減を図れると考えた。 

 

【構築したシステム】 

・日報・週報・月報等をスプレッドシートで作成・管理。 

・各階に設置した大型モニターから生徒へ連絡。 

・フォームを活用したアンケートで集計作業の負担を軽減。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈成果〉日報・週報・月報など、スプレッドシートやフォームを活用することで、記載情報や日程を一元管

理が可能となり、作業効率の向上と伝達速度・精度の向上が図れた。また、各種アンケート調

査等においても、集計時の作業軽減とペーパーレス化が可能となった。 

 

 

  

← 教師用 iPad に表

示 

職員室のモニターに 
日報を常時表示 → 

マスターデータ 

 

①各教員が
「生徒連絡
入力フ ォー
ム」に情報を
入力する。 

 

②各階の学
年用モニタ
ーに、入力
した情報が
表 示 さ れ
る。 
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②  AirDropやリーバーを活用してのペーパーレス化 

職員会議等で配付する資料を PDFにしてタブレットへAirDropで送信することで、ペーパー

レス化を推進する。 

また、家庭への配付物(学校・学年・学級通信等)についても、リーバーを活用することで、紙やインク

を使用せず、資料のカラー化を実現する。 

〈成果〉 タブレットを活用頻度が増えるこ

とで、校内でのペーパーレス化が

推進している。職員会議資料は、

AirDropで受信した電子データに、

タッチペンを使って書き込むという

光景が一般的になっている。このよ

うな取組の積み重ねにより、印刷

用紙の使用量も削減された。A４コ

ピー用紙の購入数を比較すると、1

学期間だけでも、およそ 26%の削

減となった。 

 

５  研究のまとめと今後の課題 

本研究を通して、教育活動の様々な場面において、ＩＣＴを活用することで得られる多くの効果を確認す

ることができた。ＩＣＴを活用した授業では、板書の時間やプリントを配付する時間が大きく削減されたこと

で、授業を効率的に進めることができた。その結果、生徒の「思考する時間」を今まで以上に確保すること

が可能となり、学びの質や量を高めると共に、教職員が適切に観察・評価するための時間と心の「ゆとり」

を生みだすことができた。 

次に、授業以外の校務では、今まで教職員が行ってきた事務的な業務をデジタル化することで、業務プ

ロセスの短縮化や効率化を図ることができ、教職員の負担を大きく軽減することができた。さらに、印刷作

業の削減は職場のペーパーレス化を促進し、限りある資源の有効活用につながった。 

今後の課題は、現状、本校内のＩＣＴ機器やネットワークシステム等の操作や軽微なトラブルについて、Ｉ

ＣＴ担当の教員が全て対応していることである。今後さらに学校教育でのＩＣＴ化・デジタル化が進むこと

が予測される中で、全教職員が、ＩＣＴ機器の操作方法や軽微なトラブルへの対処法等の基本的な知識

を習得し、「いつでも」「どこでも」「誰でも」を実現するために、「操作マニュアル」の整備と「ＩＣＴ活用研

修」の適宜実施が必要不可欠であると考える。 

また、授業では、教師が指導のねらいを明確にし、ＩＣＴ活用の効果を十分に理解した上で、「活用する」

場面と「活用しない」場面を設定し、授業を組み立てることが大切であると考える。 
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令和５年度 入間市立東金子小学校 学校委嘱研究の概要 

研究主題 

『学び伸びる 東金子の子 育成』 

～一人一人に確かな「生きる力」を～ 

１ はじめに 

本校の実態として、児童は素直で比較的落ち着いている。しかしその反面、学習に向かう姿

勢には個人差も大きい。学力面では、県や市の平均より低く、学力向上が喫緊の課題となって

いる。また、経験年数１０年未満の教員が多く、学力向上の実現には教員の指導力の向上が必

要となっている。 

このような現状をふまえ、学校教育目標の達成に向け、教員の指導力向上に焦点をあてた研

修を目指した。「生きる力」育成に向け、国語、算数、道徳、体育の指導法を追求し、全教員

が外部指導者を招聘して授業研究を行った。その際、各教科の「授業スタンダード」を基にし

、授業研究を通して日々の授業力向上を目指してきた。 

２ 実施内容 

（１）指導力向上に向けて 

①研究授業【国語（７回）算数（７回）道徳（２回）体育（２回）】・・・全教員が外部指導者

を招聘して行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】児童の思考を深める切り返

し 

【算数】指示と称賛が繰り返される授

業 

【道徳】教師がねらいをしっかりともった授

業 

【体育】運動に熱中できる場の工

夫 
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②ワークショップ形式による研究協議会・・・「子供が考え活躍する授業であったか」「丁寧

で分かりやすい指導であったか」の２点で協議を行い、日々の授業の改善を図った。 

③研究通信を発行し、授業研究会の大切な部分を全体で共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業の充実 

①主体的、対話的で深い学びを目指し、スタンダードを基にした日々の授業の質的改善に努

めた。 

②道徳や学級経営など、全ての教育活動を通して、非認知能力を意識的に高める。 

（３）検証テストの実施 

①毎学期末に検証テストを全学級で行い、学級ごとに児童の理解度を確認する。また、正答

率の低かった問題を中心に復習を行い、学習の定着を図る。 

②担任が自学級の定着度を把握し、自分の指導の振り返りをし、改善を図る。 

（４）家庭との連携 

①定着・習熟・実践に向け、家庭学習を推進し、保護者にも発信する。 

②学校便りや学年便り、懇談会で学力・徳力・体力を話題にし、保護者の意識改革を行う。 

３ 本年度（令和５年度）の成果と課題  ※成果○ 課題△ 

○県学力調査において、一定の伸びが見られた。伸び率を見ても、大きく伸びている。 

△全国・県平均には届かず、特に算数が低く、平均との差も大きい。 

○家庭学習や読書の時間も、前年度より長くなり、全国平均に近づいてきた。 

△しかし、依然として全国平均には届いていない。 

○授業研究会等を通し、専門性の高い指導者からの指摘を受け、授業改善が進んだ。 

△主体的・対話的で深い学びの実現がまだ不十分。 

４ 来年度（令和６年度）へ向けて 

 ①授業のスタンダードを各自がマスターし、主体的、対話的で深い学びのある授業を実現するこ

と。 

 ②読む、書くことへの苦手意識（億劫意識）をもつ児童を少しでも減らすと共に、全体の読む、

書く力を高めること。 

 ③課題に向かう意欲と、自分なりに考え、課題を解決する思考力を一層高める。 

 ④言語活動をたくさん入れた授業により、言語力向上を図る。 

 ⑤自主的に学習する仕組みをつくる。・・・目標をもたせる指導を。 

  

参観者全員で学びを

共有し、日々の授業

改善へと繋げてい

く。 
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令和５・６年度 入間市教育委員会・入間市教育研究会委嘱 

入間市立金子小学校 

 

 

 

 

 

１ 主題設定の理由 

本校では、学校経営理念「かかわることで人は育つ」のもと、対話を大切にした授業を推進している。主題

設定にあたって、本校児童の課題として、学力調査の結果等から国語科（特に読むこと）に課題がある児童

が多いことが挙げられた。そこで、国語科の研究を通じて授業改善を図り、児童の国語力を高め、学びあう

ことができる児童を育成していくため、本主題を設定した。 

２ 研究仮説 

 

 国語科の授業で、学習活動を工夫すると、主体的に学び、表現する児童が育つだろう。 

 

３ 研究の内容 

柱１ 児童が主体的に学習するための手立て  

○児童の実態や教材の特性から指導事項を達成するための言語活動の工夫 

児童の実態を把握し、教師が教材を読み込むことによりその特性を捉えた。それをもとに、指導事項を達

成するためにはどのような言語活動が適切かを考え設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

○学習活動の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学び、表現する児童の育成 

～子どもたちが学びあう国語科の授業の工夫～ 

言語活動は子どもたちにとってはゴールだが、教師にとっては指導事項を身につけさせるための手段 
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柱２ 児童が自分の考えを形成し，表現するための手立て  

○金子の目指す学びあいの姿や系統性の設定 

 

≪金子が目指す学びあい≫ 

「友達の意見を聞いてみたい！」 「これをみんなで話し合いたい！」 と， 

自分の学びで満足せずに他者と協働的に学ぼうとする姿勢・態度。 

 

〇個で考えたり学びあったりする表現方法の工夫 

「読解力」 → 「読解表現力」に！ 読み取ったことを根拠に自分の考えを表現する力 

多様な表現方法に触れられるように，児童の実態や意図に合わせた表現方法を検討した。 

音声言語 

文字言語 

○言語活動に必要な技能向上に向けた帯活動の設定 

「保護者ボランティアによる読み聞かせ」「３分スピーチ」「言葉集め」「ちょっトーク」「感情読み」 

４ 成果と課題 

  〇年間６回の研究授業と、４名の指導者の方からの 

ご指導をいただき、研究が深まった。研究仮説と手 

立ての見直しを行い、学年ごとの学びあいの姿の 

系統性を整理できた。 

  ●児童にとって魅力的な言語活動となるように、導入 

の工夫や活動内容の検討を行う。 

低学年 中学年 高学年 

・教師が提示した視点の中から選ん

で質問することができる。 

・聞かれたことに答えることができる。 

・自分の考えを話すことができる。 

・視点が与えられなくても、質問

することができる。 

・原稿を用意せずに質問に答え

たり話したりすることができる。 

・一人一人の感じ方などに違いがあ

ることに気付くことができる。 

・自分の知りたいことに合わせ

た質問をすることができる。 

・友達に聞いたことや，話し合っ

たことから自分の考えを広げ

たり，まとめたりすることがで

きる。 

先生のおすすめの本コーナー 詩の掲示 
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令和５年度 入間市立狭山小学校 校内研修の概要 

進んで学び合う児童の育成 

～算数科を中心に、学ぶ楽しさを実感させる授業実践～ 

１ 主題設定の理由 

昨年度までは、「わかる」授業を目指し、児童が進んで学ぶ手立てを考え、実践をしてきた。その結

果、学ぶ楽しさを感じている児童の増加や県学力調査による学力が伸びた児童の割合が多くなった

という成果を出すことができた。 

今年度は、さらに児童の主体性を伸ばし、学ぶ楽しさをより感じられるよう授業改革に取り組む 

こととした。そこで、全担任が授業を行う算数科の指導を中心に「学び合い」を授業に取り入れ、授

業研究を軸として全校一斉に「学び合い」に取り組みながら研究を進めた。 

２  研究の仮説と手立て 
 

① 研究仮説 
 

 「探究と協同の学び」を展開し、一人残らず児童の学びを保障すれば、学ぶ楽しさを実感し、 

児童が進んで学び合うだろう。 

 ② 主な手立て 

〇ペアや４人班の学び合いグループを作成し、互いに聴き合いながら 

課題解決に向かい、一人残らず児童が学びに向かえるようにする。 

〇わからない点や困った点を児童から聴いて共有し、児童同士をつなぎ、課題

解決への糸口となるようにする。 

〇共有の課題を使い、全員が意欲的に取り組めるようなジャンプの課題を設定する。 

〇誰しもが最初からは解けないような問題（ジャンプの課題）を設定し、全員にとって探求の学び 

となるようにする。 

３ 研究組織及び取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇研究推進委員会で研究の方向性を決め、企画委員会にて周知していく。 

〇算数科の授業について学年・ブロックで研究を進めていく。 

〇全体研修を通して情報共有や研究協議をし、授業改善に努めていく。 

〇各学年１回の研究授業を公開し、指導者よりご指導をいただく。 

校長 

研究推進委員会 

企画委員会 

【主体的な学び授業実践チーム】 

低学年 

ブロック 

高学年 

ブロック 

特別支援 

ブロック 

中学年 

ブロック 
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５ 実施内容 ＜本年度の取組＞    

４月１０日 校内研修 共通行動理解のための研修 

５月 ８日 校内研修 今年度の研究の共通理解 

６月２８日 全体授業研究会 ２年１組  斉藤 早紀 教諭 

算数「１００より大きい数をしらべよう」  

指導者 入間市立扇小学校 校長 村越  新 先生 

７月２１日 先進校授業視聴 飯能市立双柳小学校 

算数 ２年「どちらがおおい」 

    ５年「面積の求め方を考えよう」 

７月２４日 講演 

（武蔵中学校区合同） 

演題： 「探究と協同の学びの創造」 

講師： 学びの共同体研究会 スーパーバイザー  

谷井 茂久 先生 

９月 ６日 

 

全体授業研究会 ５年１組  田中 直人 教諭 

算数「図形の角を調べよう」 

西部教育事務所 指導主事  関 斉史 様 

９月１９日 ブロック授業研究会 ３年１組  又村 枝彫 教諭 

算数「まるい形を調べよう」 

指導者 入間市立藤沢東小学校 校長 吉野 正美 先生 

  入間市教育委員会 指導主事 金 佐和子 先生 

１１月 ６日 ブロック授業研究会 １年２組  小林 拓弥 教諭 

算数「ひきざん」 

指導者 入間市立藤沢東小学校 校長 吉野 正美 先生 

１１月１３日 先進校視察 飯能市立加治東小学校 

算数「四角形の特ちょうを調べよう」 

１２月１１日 ブロック授業研究会 ６年２組  岡本 拓也 教諭 

算数「順序良く整理して調べよう」 

指導者 入間市立藤沢東小学校 校長 吉野 正美 先生 

      入間市教育委員会 指導主事 金 佐和子 先生 

１月３１日 全体授業研究会 ４年１組  長部 幸枝 教諭   江口 佳奈英 教諭 

算数「広さの表し方を考えよう」 

指導者 入間市立扇小学校 校長 村越  新 先生 

      入間市教育委員会 指導主事 金 佐和子 先生 

６ 成果と課題 

① 成果 

〇互いに聴き合いながら課題解決に向かうことで、児童が学びに向かえるようになった。 

特に低位の児童たちの主体性が伸び、学ぼうとする気持ちが高まった。 

〇しっとりとした雰囲気になり、落ち着いて学習を展開できるようになった。 

〇友達に「教えて」と言い、友達から学ぼうとする姿が増えた。 

〇ジャンプの課題を設定することで、全員にとって探求の学びとなった。 

② 課題 

〇何がわからないかを児童がなかなか言葉にできずにいた。 

解決の糸口へと導くために、これをどのように言語化するか。 

〇教師がヒントを小出しにしながらも、子供同士をつなげるようにするにはどうするか。 

〇ジャンプの課題の難易度を、どの程度のものにしていくか。 
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+令和５・６年度 入間市教育委員会 入間市教育研究会委嘱 

入間市立扇小学校 

【研究主題】  

楽しい授業の展開 
～教師の主体的な学びが子の最適な学びをつくる～ 

１ 主題設定の理由 

本校では、児童にとって算数科における「楽しい授業」の展開を

目指して研究を続けてきている。これまでに、学習のスタンダード

や各学年に応じた「楽しい」の基準を示した「楽しい」のピラミッ

ドの作成を行ってきた。今年度は、これまでの研究の成果を活かす

とともに、学びあいの視点も取り入れた「楽しい授業」の展開を目

指すため、上記の研究主題とした。また、昨年度は個別最適な学び

の実施を目指し、児童向けと職員向けの研究主題を設定して研究を行った。職員が主体性を持って

研究に参加するために「テーマ研修」と「三部会研修」、「校内研究発表会」を取り入れた。その成

果として、一人一人が役割を持ち職員にとっても学びの多い研究となった。そこで副題として～教

師の主体的な学びが子の最適な学びを作る～と設定した。 

２ 研究仮説 

教師が自身の課題を明確にして、主体的に学べば、児童一人ひとりに最適な学びをつくり、楽

しい授業を展開することができるだろう。 

３ 目指す児童像  

追及し続ける子(もっとやりたい、だれかに伝えたい、どうしてか知りたい) 

４ 手立て 

手立て① テーマ研修の実施 

  教師が主体的に学ぶために、自身の課題を明確にし、個人のテーマ

を設定した。設定したテーマから「課題設定力」「授業構成力」「発問

力」「対応力」に分かれ、研修に取り組んだ。今年度は、研究授業の

指導案検討や研究協議もテーマごとに行った。 

 【テーマ研修における個人のテーマ例】 

課題 

設定力 

〇わかった・できたを体験できる課題の工夫について 

〇本時が人生の何に役立つのか、本質にせまる課題設定について 

授業 

構成力 

〇効率的な交流の方法とふりかえりの時間の確保のための工夫について 

〇１単位時間での課題、自力解決、議論、結果の確認、等のバランス 

対応力 

〇子供の発言(正しい考えも間違った考えも)から考えを深める授業づくりについて 

〇子ども同士がかかわり主体的に動くための教師のファシリテーターとしてのあ

りかた 

発問力 
〇教師の言葉を少なくし、子どもの考えを広げる発問の工夫について 

〇子供たちが考えたくなる・活動したくなる発問や言葉かけについて 
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手立て② 三部会研修の実施 

「授業研究部」、「調査統計部」、「研究広報部」の三つの部会に分かれて研究を行った。それぞれの

活動内容は以下のようである。それぞれの部が連携をとり確実に成果があがるように取り組んだ。 

【授業研究部】 

研究授業の視点作りと振り返り 

チェックシートの作成・修正 

【調査研究部】 

児童及び職員の実態の整理、改善策の提案 

【研究広報部】 

研究の進捗状況や児童の実態 

教室や普段の授業の工夫を校内に周知 

 

手立て③ 「楽しい授業」チェックシートの活用 

  「楽しい授業」を展開するために、児童の活動時  

間の確保と児童を褒め・期待する声かけが重要であ  

ると考えた。そこで、記録し教師が自身の授業を振 

り返ることができるチェックシートを作成し、実施  

した。 

【チェックシートから見えた成果】 

〇「活動時間」の平均時間３２分 

〇「声掛け」の平均回数１４回 

〇半数以上の授業で「活動時間」２５分以上を達成 

〇展開の工夫に、個人で設定したテーマを意識した  

記述があった。 

〇授業後の満足度は高い傾向があった。授業準備を十    

分に行い『楽しい授業』ができていることが分かった。 

 

 

 

 

５ 次年度に向けて 

本実践において「楽しい授業」が展開できたかを検証する方

法に大きな課題がある。児童が「楽しい」と感じているかを見

取ることが困難であるためである。そのため、研修を通して職

員全員での「児童にとって楽しい授業」と「算数を学ぶ楽しさ」

の共通理解をはかり研究を進める必要があると考える。また、

児童の実態把握の方法も研究を進める必要がある。研究を進

める中で、算数を学ぶ楽しさを感じた児童が、自ら問題や課

題を発見し、自然と児童同士で学び合う姿を期待したい。 
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研修のテーマ  

「考え議論する道徳の授業づくり」 

～ 生徒一人一人が自分自身の問題として捉え向き合う授業を通して ～ 

 

                             入間市立黒須中学校 

１ 研究主題設定の理由 

本校は、平成２９年度から、学びの共同体：谷井茂久先生(元茅ケ崎市教育長)を講師 

として、「学び合い学習」を学校課題研究として取り組んでいる。 

「学び合い学習」のねらいとしている、「わからないことがあったら友だちに聴く 

こと」や「ペアやグループの人と積極的に話し合うこと」が、普段の授業からも自然 

にできるようになってきている。 

また、学校全体の研究により、それぞれの教員が自分の授業を見直す機会となった。 

「教える専門家」から「学びの専門家」にシフトしている現代の教育では、教師は教 

える技術や技能だけでなく、学びに関する専門的知識と実践的な見識が求められてい 

る。「学び合い学習」の教材研究を行うことで、教員の授業構成や意識の変容も見ら 

れ、教員の資質向上の一助となっている。 

そこで、生徒及び教員が「学び合い学習」で得た成果に、「思考ツールを取り入れ 

た道徳授業」を加えることにより、今回の道徳教育改訂の基本方針である、『道徳教 

育を通じて、個人が直面する様々な状況の中で、そこにある事象を深く見つめ、自分 

はどうすべきか、自分に何ができるかを判断し、そのことを実行する手立てを考え、 

実践できる』ようになるのではないかと考え、この主題を設定した。 

 

２ 研究の仮設 

〇「学び合い学習」の型を取り入れた授業展開 

を行うことで、「考え、議論する道徳の授業 

づくり」ができるのではないか。 

 

〇「思考ツール」を取り入れた授業展開を行う      

ことで、「考え、議論する道徳の授業づく 

り」ができるのではないか。 

 

 

 ３ 研究内容                      

１ 毎時間大切にした道徳事業の実践 

２ 学期に一度または二度(各学年１及びあさひ学級)の研究授業・協議会の実践 

３ 道徳部による道徳通信の発行 

４ 部会＜授業研究部・環境研究部(調査分析部）による活動 

     授業研究部：ツール研究・授業研究  

     環境研究(調査分析)部：研究協議会運営・記録 掲示物・アンケート作成 

５ 各教室に道徳コーナーの設置 

 

４ 実施内容 

   （方針） 

   １学期・・・道徳教育の基礎・基本や指導法についての理解を深める。 

   ２学期・・・研究授業を積み重ね、授業力を高める。 

   ３学期・・・本年度の反省と課題を基に、来年度の計画を練る。 

   （実践） 

定期的な授業研究 
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    ４月 ３日 第１回 研究推進委員会 

    ４月 ５日 校内研修  計画の確認 各部員、研究授業者の決定 

          研究部会(指導案の検討)           

    ５月２９日 第１回 授業研究 研究協議会  

          ３年３組 授業者：小林あいり教諭 指導者：村野由佳指導主事 

          題材「言葉おしみ」   内容項目：礼儀 

          思考ツール：ロールプレイ(役割演技) 

    ８月２４日 校内夏季研修   指導者：村野指導主事 

    ８月３０日 校内夏季研修(指導案の検討) 

    ９月１２日 第２回 授業研究 研究協議会 

          ２年１組 授業者：高柳吾良樹教諭 指導者：村野由佳 指導主事 

          題材「冬の使者 マガン」 内容項目：自然愛護 

          思考ツール：座標(軸) 

   １１月２７日 第３回 授業研究 研究協議会 →中止 

          あさひ学級 授業者：川野淳一教諭 指導者：村野指導主事 

題材「怒り(ムカムカ)を鎮める」 内容項目：自立 

上記の内容で実施予定でしたが中止→公開授業へ向けて指導案検討 

   １２月 ９日 公開授業 全学年・全学級で道徳の授業を公開 

          テーマ：保護者を巻き込んだ授業の展開 

          １学年：題材「つりざおの思い出」  

内容項目：節度・節制 

          ２学年：題材「２通の手紙」     

内容項目：遵法精神 

      ・公徳心」 

          ３学年：題材「背筋を伸ばして」 

              内容項目：家族愛 

          あさひ：題材「怒りを鎮める」 

              内容項目：自立 

    １月３０日 第４回 授業研究 研究協議会   若手教員による自主的な研修 

          １年２組 授業者：黒坂杏奈教諭  

  指導者：村野指導主事 

          題材「２通の手紙」   

内容項目：遵法精神・公徳心 

思考ツール：２分法 or スケール法 

    ３月    第２回 研究推進委員会および校内研修 

          （本年度の成果と反省と次年度の計画） 

  

５ 成果と課題 

（１）成果   

    ①資料から道徳諸価値に触れ、自分自身の経験と重ね合わせながら、考えを発表し 

     たり、共有したりできるようになってきた。 

    ②他の友達の考えを聴き、一人では考えられない視点から物事を考えられるようになっ

てきた。 

（２）課題 

    ①自分の考えを持ち、友だちの意見を尊重できるようにはなってきたが、議論する 

     までは至っていない。 

   ②道徳的判断力は向上してきているので、態度につなげていきたい。 
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校内研修の概要                   入間市立豊岡小学校 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 

～児童が主体的・協働的に学び学力を高める授業の実践～ 

１ はじめに 

  情報化の進展や人口減少など社会の構造的な変化の中で，より多様化が進む子供たちを誰一人

取り残すことなく，その資質・能力を育成することが求められている。学習指導要領において示

された資質・能力の育成を着実に進めることが重要であり，そのためには、多様様な子供たちを

誰一人取り残すことなく育成する「個別最適な学び」と，子供たちの多様な個性を最大限に生か

す「協働的な学び」の充実が図られることが求められる。 

  本校では、その具現化に向けて、「学び合い」学習の実践を中心に据え、児童が一人残ら ず主

体的に学習に取り組み、協働的に学んでいく授業のあり方について研究を進めている。 

２ 研究の視点 

  「算数科を中心とした学び合いの授業の実践」と「学級経営の充実」を通して 

① 学びの自立…話をしっかり聴く、目標を持ち挑戦し続ける 

    ② 心の自立…思いやりと感謝の心を持ちながら協働する、友達や自分の良さに気づき           

認め合う 

    ③身辺の自立…あいさつ、返事、時間を守るとともに学び合いの基盤となる学級の支 

持的風土を醸成し、学力の向上に結びつける。 

３ 研究の内容 

（１）「学び合い」学習の推進 

  ①「学び合い」の理解 

   ○指導者を招聘し、「学び合い」及び「学び合いの授業」についての理解を深める。 

   ○先進校等の「学び合い」の授業を視察し、学び合いの授 

    業法についての理解を深める。 

  ②「学び合い」の実践 

   ○授業研究会を実施し、学び合いの授業についての理解 

    を深め、校内の授業実践力の向上を図っていく。 

   ○全学級で「学び合い」の授業を公開し、指導者に指導 

    を受け、学び合いの授業力の向上を図る。 

  ③学力学習状況調査の分析 

   ○全国学力学習状況調査、埼玉県学力学習状況調査、入間地区学力調査等の各種調査を     

分析し、本校の児童の学力の実態と課題について全職員で共通理解を図るとともに、課題

解決に向けて共通実践が図れるようにする。 

（２）学級の支持的風土の醸成→ 学級力アンケートの実施 

  ①学級力アンケートの目的 

   ○「学び合い」を進めていくための土台となる学級内の心理的安全性が確保された学級     

集団の育成を図るための一手段として実施する。 

  ②学級力の捉え方 

   ○支え合う仲間である学級をよりよくするために、子どもたちが共に目標にチャレンジ     

し、豊かな対話を創造して、規律を守り、安心できる環境のもとで協調的な関係を創     

りだそうとする力。 

  ③学級力アンケートの実施方法 

   ○学級力アンケートを実施する。 

   ○アンケート結果を集計し、子どもたちに見やすいレーダーチャートの形で提示する。 

   ○アンケート結果をもとに、よりよい学級づくりのためにどうすればよいかの話し合い     

をし、学級の実践目標をつくる。 

   ○目標に基づいた実践を行い、よりよい学級をつくるための実践力を高める。 

   ○実践結果をもとに学級力アンケートを実施する。 

     以降②～⑤を繰り返す。（学期に２回程度） 
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令和５年度 入間市立宮寺小学校 校内研修の概要 

 

 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

昨年度までの２年間、市教委および市教研の委嘱を受け、国語科の授業を通して『読む力を高

め、自分の考えや思いを伝えられる児童の育成』に取り組んできた。国語科での授業の進め方の

確立（「児童のめあて（共有の課題）」と「発展的な課題（ジャンプの課題）」の２段階）、教育活

動の整備（「まなびタイムの活用」「児童朝会等、特別活動の充実」）等を通して、成果を上げるこ

とができた。 

今年度は、昨年度までの研究を踏襲しつつ、生活科・社会科の授業を通して『探求心をもって

学習する児童』を育むための研究に取り組んでいくこととした。 

 

２ 研究の概要 

（１） 指導力向上に向けて 

① 一人一研究授業の実施（全体研３回、ブロック研９回） 

   ② 校内人材の活用（教員相互の研鑽） 

   ③ 授業者のねらいの明確化（指導案への明記） 

（２）探求心をもたせるための授業展開 

① 単元を貫く学習課題の設定 

  ② 学習方法（見方・考え方）を育てる授業展開 

  ③ 体験的な活動を取り入れた導入 

（３）学び合い活動の工夫 

   ① 思考の可視化（透明ボードの活用） 

   ② タブレットの利活用（調べ学習、オクリンクを使用した意見交換） 

   ③ 大型テレビによる共有の時間 

 

３ 成果と課題 

（１）成果 

  〇生活科・社会科における単元（授業）の展開の仕方が分かり、指導力の向上を図れ   

   た。 

  〇単元を貫く学習課題を設定することにより、探求心をもって学習する児童が増えた。 

（２）課題 

  〇共有の課題を充実させ、ジャンプの課題を通した学びが深まるような授業展開の研究が必

要である。 

  〇必要情報を取捨選択し、課題を解決する力を育てる指導法の工夫が必要である。 

  

研究主題 

『探求心をもって学習する児童の育成』 

～児童の学びをデザインする生活科・社会科の授業を通して～ 

 



39 

 

 

 

 

 
１ はじめに                                        

本校では、令和３年度より、Q-Uアンケートを活用した意図的・計 

画的学級経営についての研修を継続している。 

その中で、令和４年度より、自分の考えや思いを言語化できる児童 

を育成するため、「テーマや課題に沿って、自分の考えや思いを言語化 

できる指導法の研修」をテーマに、国語科の研究も行っている。 

２ 研究の概要                                       

（１）研修の仮説 

仮説①：藤沢小学校における、読む力・書く力の系統性を明らかにすれば、継続的な指導を行うことができ、

児童が自分の考えや思いを書き表し、言語化することができるようになるであろう。 

仮説②：効果的な読み取り方、考えや思いの書き表し方を指導すれば、苦手な児童も自信をもって読み取り、

言語化することができるようになるであろう。 

（２）仮説に対する手立て 

①「読む力」「書く力」の系統性をまとめる。 

②「資料」の効果的な読み取りからの指導法を共有する。 

③考えや思いの書き表し方の指導法を共有する。 

④指導法を共有するため、授業研究会を設ける。 

（３）授業研究会 

①低学年ブロック 指導者：入間市教育委員会教育部副参事 金岡広道先生 

・導入を丁寧に行うことで、児童が見通しを持って学習に取り組んでいた。 

・めあてとまとめの整合性がとれるようにするとよい。 

②中学年ブロック 指導者：入間市教育委員会教育部副参事 岡崎公伸先生 

・要約をさせるまでの手順をしっかり踏むことが大切である。 

・ねらいとするところを児童が理解していたので、さらに話し合いを深めさせてもよかった。 

③高学年ブロック 指導者：入間市教育委員会教育部副参事 岡崎公伸先生 

・導入の説明・事実・解釈・考えを色分けして提示したことは効果的である。 

・資料の説明・事実・解釈・考えをそれぞれ話し合うより、１つに絞って話し合った方が効果的である。 

 

 

 

 

３ 研究の成果と課題                                  

（１）成果 

・授業後の研修会で授業の振り返り、指導者からの助言を共有することで、書く力を身につける指導

法を共有することができた。 

・書く力における指導の系統性を確認することができた。 

（２）課題 

   ・目指す児童像や仮説を受けて、手立てをより具体的に、焦点化して授業を実施できるようにす

る。 

   ・「４５分間集中して学び続ける授業の創造」を実現する授業展開の定着。 

校内研修 

テーマや課題に沿って、自分の考えや思いを言語化できる指導法の研修 

～主体的・対話的で深い学びを目指して～ 

入間市立藤沢小学校 
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令和５年度 入間市立西武小学校 校内研修 

 

 

1. はじめに 

「これどうやるの？」と周囲に呼びかけ、支えられながら解決しようとする姿勢は、その子がこれから生きていく

上で、とても大切なことである。さらに理想としては、呼びかけた子と呼びかけられた子の関係は、一方的な上下

関係ではなく、協働的で互恵的な関係であってほしい。昨年度、西武小では、迷い・悩みながらも自分たちなりに

考え、協力しながら「学び合い」に取り組んできた。その成果は、子どもたちの中に少しずつ、確かに根付いてい

る。今後も「学び合い」を日々継続していきたい。 

2. 研究の概要 

本年度の研究計画は、図１の通りである。 

昨年度の研究の反省を考慮し、 

①職員一人ひとりが研究教科とテーマ（図２）を決め、 

一人一回授業を行う。 

②グループ内（図３）で授業参観・協議を実施する。 

③指導案は、授業デザインとして位置づけ、簡略化する。 

の３点を本年度の研究の基本方針とし、職員間の「学び 

合い」の中で一人ひとりの研究テーマを深めることとした。 

研究の領域が拡がったので、「学び合い」や学級経営、各 

教科の研究に活用できそうな書籍を多数購入した。 

個人テーマに加えて、「聴き合う関係づくり」と「ファシリテーション」も、引き続き全体のテーマとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 成果と課題（〇成果、△課題） 

〇子どもの学びを見取り、協議会で発言することができる職員が増えてきた。 

〇公開授業に向けて、職員一人ひとりが「学び合い」と向き合っていた。 

〇子どもたちの方から「グループで考えてもいいですか？」や「ジャンプの課題がやりたい。」といった声が聞

かれ る学級もある。 

△個人・グループでの研究になったことで、「学び合い」の授業像を共有することがより困難になった。 

△西武小の「学び合い」のスタイルを、どこまで具体的に、どのように定めるか。 

「学び合い」を通して、支え合い、逞しく生きていく子どもたちの育成 
～教員間の「学び合い」による継承と深化～ 

図１：計画 

図３:グループ分け 

←図２：職員研究教科・テーマ 



41 

 

令和５年度 校内研修の概要 

 間市立黒須小学校 

 

 

 

１ 主題設定の理由 

「令和の日 型教育」 おける「個別最適 学び」 「協働的 学び」 実現    う で、「教

 る授業」から児童自らが主体的 「学ぶ授業」への質的転換が求められ  る。その めの有効 手

立    、今年度 校では『学び合 学習』 取  れ、授業改善 取 組んで  。そのう で、

学びの共同体からス パ バイザ  招聘 、指導助言 有効活用 、学習効果 高め      ね

ら    、 課題 設定  。 

２ 今年度の実践 

  校で実施する研究授業の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果 課題 ※指導者からの講評 含む 

（成果） 

○個の学び 大切 する授業 実践    で、一斉授業からの脱却の理念 全校で共有で  。 

○学習形態（ペ 、グル プ）の工夫が全学級 浸透 、その形での学習が充実  。 

○３つの  （聴 、聞 、訊 ）  識させ 学び合  展開で  。 

○各学級で「聞 合 」 ベ ス   、だれも独     、支 合うが 識で るよう  っ

   。 

（課題） 

○共有の問題、ジャ プの問題 明   授業デザイ  工夫する。 

○学級の実態 踏ま  学び合 の授業づ  。 

○教師のさら る深 教材研究が必要。教材研究 授業研がセッ の研修体制、教科の特性 ふま

  学び合 のバリエ    づ  。 

○子どもの見方、授業の見方 学校   定め、焦点授業後の協議会 充実させる。 

○教師の「  ・つ ぐ・もどす」の働 かけ つ  、更 る「聞 合 」 充実させ、学び 

深めさせ     。 

 

研究テ マ  「学び 共同体」スーパーバイザーを招聘 て  

『学び合 学習』を導入  授業改善 

○すべて 子どもに学び（学ぶ  ）を保障する授業づく 。 

⇒全て 子を土俵にあげる。一人一人に学びがある授業づく  

○ど 子も一人に   。（心理的安全性を担保） 

⇒わから    をわから   言える学級経営、授業づく  

上 視点 基づ  授業実践 研究協議会、指導講評 

先進校視察で学んだ   全体で共有 
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令和５年度 校内研修の概要    入間市立藤沢東小学校 

「自分の考えを表現し、学び合う児童の育成」 

１ 主題設定の理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主な取組 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

○成果 

・学年やブロックで活発に意見交換しながら、協力して研究、実践を行うことができた。 

・「学び合い」について、研修を行うことで全教員の共通理解を図ることができた。 

・これまでの研究を踏まえながら、児童の実態の変化に合わせた研修を行うことができた。 

△課題 

・学力の伸びが昨年度と比較して小さい学年があるため、さらなる取組の必要性がある。 

・若手教員が増えているため、授業力の向上が課題であり、全教職員で校内研修の方向性や 

取組のベクトルを合わせ、より深く共有する必要性がある。 

令和5年度

「自分の考えを表現し、学び合う児童の育成」

・学年（ブロック）で教科（領域）を決め、研究・実践

令和4年度

「主体的に学び合う児童の育成」

・教師全員がそれぞれ教科（領域）を決め、研究・実践

令和3年度以前

「国語科、算数科を軸とした主体的に学び合う児童の育成」

・学力保障スクラム事業の取組

本校はこれまで以下のような流れで研修を行ってきた。昨年度の研修を踏まえ、研究が
より深まり協力して行えるよう、今年度は学年（ブロック）で教科（領域）を決め、研究
を進めることにした。 
また、本校児童の実態を踏まえ、「主体的」を「自分の考えを表現」とより具体的に捉

え、今年度は研究テーマを「自分の考えを表現し、学び合う児童の育成」とした。 

学力のベースアップ 

・親子読書の日 

指導力向上 

・「学び合い」の研修 

業 

東小スタンダード 
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研究主題  生き生きと意欲的に学び続ける藤北っ子の育成 ～児童理解を通した魅力的な授業づくりの研究～                          

入間市立藤沢北小学校 

 

１ はじめに 

本校では、「生き生きと意欲的に学び続ける藤北っ子の育成」を主題に設定し、児童理解を通した魅

力的な授業づくりの研究を行った。また、その際には教育支援システム『結エン』を活用し、児童理解の視

点を高め、学級経営力の向上を図ることとした。そのことから、授業改善と教員一人一人の資質向上を目

指し、本研究に取り組んだ。 

２ 研究仮設 

① 児童が興味や関心を持つような工夫された授業を展開することで、意欲が向上し学びに向かう意

識が高まるであろう。 

② よい学級づくり・学級経営を形成し、さらには授業等で配慮のある個々の児童への適切な対応を行

うことで学習への意欲が向上するであろう。 

３ 研究の取り組み 

  （１）藤北学習帳（スタンダード）を活用した授業改善研究主任による提案授業の実施 

各年次研修の機会をとらえた授業公開による学び合い（１０年次・５年次教員の研究授業を実施

し、全ての教員が参加して協議を深める）。 

（２）児童理解を核とした学級経営研究 

 教育支援システム『結エン』を利用し、全クラスで教育プランを活用して学級経営の研究を行う。 

４ 成果と課題 

  （１）成果 

〇学習スタンダードである「フジキタ学習帳」を活用することでスムーズな授業展開を図ることができ

た。また、『結エン』の教育支援プランを用いることで個に応じた指導を展開することが可能となった。

全職員で授業を見合うことにより、経験の浅い教員の授業力向上につながった。 

〇教育支援システム『結エン』を全ての担任が活用することで、児童理解が深まるとともに一人一人

の困り事の「見える化」につながることができた。さらには個々の状態に合わせた教育プランを選択

することで、児童の成長を図ることができた。また、ケース会議を実施するなど、全職員で結エンの

教育情報を共有することから効果的な対応をすることができた。 

   

  

   

  

 

 

 

   （２）課題 

     〇年次研修である２名の教員の研究授業を通して教員間の学び合いをすることができたが、もう 

少し授業者を増やせばさらに深めることができた。さらなる授業づくりの研究を考えていきたい。 

〇『結エン』の教育プランを活用することで気になる配慮児童への指導で効果を得ることができたが、

プランの無い児童への手立てが不十分であった。また、限定した教育プランを中心とした実践だった

ので、他のプランの活用をすることでもっと効果を獲得するべきであった。 

 

結エンによる 

教育支援プラン 
 

１０年次教員による 
道徳授業研究協議会 

５年次教員による 

道徳授業研究会 

結エンによる 
児童分析 
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令和５年度 校内研修の概要 
                              
 研究主題 

「自ら考え、お互いに伝え合い深め合う児童の育成」 ～学び合いを通して～ 

 

入間市立仏子小学校 

１ はじめに 

本校の児童の実態は、落ち着いていておだやかな児童が多いが、受動的な児童が多い。学力面では、様々

な学力調査等において、県・市同等、一部それ以上であるが中位層の児童が多い。知識・技能は高いが、思考

力・判断力・表現力は低い。 

 文部科学省の教育振興基本計画によると、１つには、２０４０年以降、社会を見据えた持続可能な社会の創り

手の育成が必要である。具体的には、自ら持続的な社会を切り拓いていく人材を育成することである。もう１つ

には、日本社会に根差したウェルビーングの向上である。つまり、誰もが安心して学べる環境のことである。 

「学びの共同体」が提唱している佐藤学氏によると、「学びの共同体」のビジョンには、２つある。①子供１人１

人の学ぶ権利を保障すること。（子供が１人残らず学習に参加する）②子供たちが学び合い、教師たちも学び合

い、学びの専門家として成長することである。さらに、「学びの共同体」の基本的な考え方が２つある。①学級経

営においては、教師と生徒が信頼し合い、柔らかな人間関係を築くこと。②教材研究においては、子供に学び

が生まれる授業デザインを作り、そのための教材研究と準備を充分に行う。そして、「共有の課題」（動機づけの

課題）から、「ジャンプの課題」（質の高い課題）への授業展開を基本とする、というものである。 

本校の児童の実態を改善することと、教育振興基本計画を確実に実践するということができるのが、「学び

の共同体」の理念であると考えた。そこで、学びの共同体のよさを本校でも取り入れ、授業改善を進めるため

に、研究に取り組んだ。 

 
２ 研修の進め方～学び合いの手法について～ 
①基本はペアで学習をする（男女のペア・４５分の授業の中で１０回はペアで 
交流する・ペア同士の机はぴったりつけ、お互いの間に物がないようにする） 

②課題や中心発問時はグループで学習する（グループで１つの意見にまとめるの 
ではなく、1人 1人が他者と関わり、自分の学びを深める） 

③教師の話し方で聴く態度を育成する（教師の話し方・・・小さめ、ゆっくり、何度 
も言わない、言葉の量を減らす） 

④課題づくりの工夫をする（前半：共有の課題、後半：ジャンプの課題。※ジャンプ 
の課題まで行かなくても、簡単に答えが導き出せない課題を児童に提示してみる） 

 
３ 実施内容 
４月  校内研修にて、学び合い学習の意義、定義、方策を学ぶ 
７月  授業参観（４年生社会科の動画） 
８月  学びの共同体スーパーバイザー谷井茂久氏の講演「探求と協同の学びの創造」から学ぶ 
９月  学びの共同体授業研究会に参加（黒須小・飯能市立飯能第一小） 

校内研修にて、情報を共有、今後の取組の確認、 
10月 学びの共同体授業研究会に参加（飯能市立富士見小・飯能市立加治小） 
11月 全学年、全教科で授業研究を実施 
 

４ 成果と課題 
〇児童同士の交流が活発になり、分からないことを友達に聞けるようになってきた。 
〇グループでの学習、ジャンプの課題を取り入れたことで、児童が学びに対して意欲的になった。 
〇職員室で、教師同士が互いに教材研究をする時間が増えた。 
●日々の授業において、継続的にジャンプの課題を設定した授業をつくることに困難さがある。 
●児童の考え（つぶやき）を教師が「つなぐ」「もどす」を効果的に行えるようにするために、日々の実践を積 
み重ねる必要がある。 

●学び合いの手法を生かした授業改善と学力の相関関係を今後検証する必要がある。 
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令和５年度 校内研修の概要   

研修テーマ：「自立をめざし、協働を通して貢献できる生徒の育成」 

～教員の授業力の向上をめざすと共に、学び合い学習を通して生徒の主体性を育てる～ 

入間市立豊岡中学校  

１ はじめに 
  本校では、令和３・４年度と入間市教育委員会及び入間市教育研究会の委嘱を受け、「学び合い学

習」を中心に据えた研究を行った。その結果得ることができた「成果と課題」を踏まえて、本年度、
さらに一歩進んだ「学び合い学習」の実践と充実を目指した。 

 
２ 研修の概要 【学び合い学習】  
⑴ 研修のねらい  
「学び合い学習」のさらなる発展のため、教員の授業力向上を目指す。 

 
⑵ 研修のテーマ 

１年間「個人研究」を実施し、各々のサテライト授業で検証する。  
（個人研究テーマは下記の設定したコースから各自が選択する） 
■ジャンプ課題の追求 ■ペア･グループ学習の充実 ■ファシリテーター技術の向上 

 
⑶ 研修の内容 

① 学年ごとにグループ（４～５人）となり、互いにアイディア
を出し合い、個人研究を進めた。 

② １学期に１回目のフォーカス授業（英語）を実施し、  谷井
先生のご指導の下、全教員で指導法を学んだ。 

③ ２学期中に全教員がサテライト授業を実施し、可能な 
限り、互いの授業を参観し合った。(３回の参観目標) 

④ 年間を通して、学び合い学習を研究している県内外の小中学校
へ、可能な限り多くの教員を派遣し、(７校１２人) 
先進校を視察する中で、指導技術を学んだ。 

⑤ ３学期に２回目のフォーカス授業を実施し、谷井先生の 
ご指導の下、１年の研修の成果を共有する。 

⑥ １年間の成果を１人１枚（Ａ４）でまとめ、共有する。 
 

３ 研修の成果と課題 

⑴ 成果  
① 学校評価生徒アンケートの結果、「自分から進んで勉強 

に取り組めた」の項目で「そう思う・少しそう思う」が                     
８４％、「授業で自分の考えをまとめたり話し合って発表するこ
とがよくある」の項目では９０％と高評価だった。 

② 教員集団の協働の意識が高まり、推進力と活気のある 
教育活動が展開でき、授業力向上につながった。 

 

⑵ 課題 

① 優れた「ジャンプの課題」設定とファシリテーター技術の向

上。 

② 「学び合い学習」における適正且つ効果的な評価法。 
 

４ おわりに 

  昨年度までに、豊岡中学校区の小学校２校でも、「学び合い学習」の研究が実践されるようにな

り、この分野でも、小中のスムーズな接続が成し遂げられつつある。今後も、小中の連携を大切に

しながら、自校の研究に自信と誇りをもって、推進していきたい。 

 

 

写真② 授業公開（サテライト授業） 

写真① コの字の様子 

写真③ 授業公開（フォーカス授業） 
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研究主題                                令和５年度 入間市立金子中学校校内研修 

「共同的な学びを通して主体的・対話的で深い学びを実現する」 

１ はじめに 

 本校は、令和２・３年度文部科学省の委嘱を受け、人権教育に力を入れ、様々な取り組みを行ってきた。

その結果、人権感覚が浸透してきている。昨年度は、人権教育の取組を継続しつつ、「協働学習」や「個別

学習」を組み合わせた「生徒が主体的に学び合う授業づくり」を行った。その結果、生徒の話し合いスキル

と考える力が身について、主体的に話し合う授業が行われていた。 

 今年度は、学び合い学習を更に深め、ICT を活用した授業を展開し、「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善と研修に取り組んだ。 

２ 研究の概要 

（１） 学習形態の工夫 

① 授業の中で、４人１組の活動を多く行い、考えを 

伝え合える場面を取り入れた。 

② ホワイトボードやタブレットを活用し、グループで        

の協働を意識して活動させた。 

 

（２） 職員研修の工夫 

① 学び合い学習の中で、ジャンプ（発展）の課題設 

定を意識するよう研修を行った。 

研修で、職員一人１冊、佐藤 学 著者の「学校 

を改革する」が手渡され、学び合い学習につい 

て理解を深めた。 

② ICT（タブレット）の活用方法を、ICT担当主任 

が指導者として、長期休業中や職員会議の中 

で、研修を行った。 

 (3)    ICT機器活用の工夫 

     ・授業の中で、「オクリンク」「ムーブノート」「キー 

      ノート」「ジャムボード」等を活用し、より深みのあ 

      る授業を行った。 

３ 成果と課題 

(1)  成果 

 授業の中で、４人１組の活動を多く行うことで、周囲の考えを聴いて、授業に取り組む生徒が増えた。ま

た、理解している生徒も聴き合うことで、さらに理解を深めることができている。ICT（タブレット）を活用

して、授業を行う職員が増え、ICT（タブレット）を使いこなせている生徒が多い。 

（２）  課題 

 生徒の意欲を高める、効果的な「ジャンプ（発展）の課題」の追求が必要である。また、「学び合い学習」

では、聴くことなど、意欲的に取り組んでいる姿がみられるが、基礎・基本の定着に繋がっていない。

ICT（タブレット）を使いこなせている生徒が多いが、書く習慣があまり出来ていない。 
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令和５年度 校内研修の概要 

入間市立武蔵中学校 

１ はじめに 

  本校では、「生徒の学力向上」を課題と捉え、『主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

の工夫 ～学び合いを通した、生徒の思考をとめない、より良い支援の在り方～』を研究主題と

して授業改善に取り組んでいる。また、「学びの共同体」の手法をさらに研修し、教師の指導力向

上を目指す。 

 

２ 具体的な内容 

（１） 夏季休業中に武蔵中学校区（狭山小、宮寺小）合同で講師として谷井茂久先生を招聘し、「学

び合い学習」について研修会を行った。 

（２） ２学期中に全職員が「一人１研究１授業」として研究授業を行い、学び合いを取り入れた授

業の研修を行った。 

（３） 研究主任・教務主任を中心に、先進校視察を行い、校内研修に役立てた。 

 

３ 年間計画 

７月２４日 令和５年度 武蔵中学校区３校合同研修会にて、 

講師として「学びの共同体研究会」スーパーバイザー 

谷井茂久先生を招聘し、「探究と協同の学びの創造」の 

テーマの下、講演を行った。 

９月６日 「学び合い学習」を取り入れるにあたり、市教委学校教育課 江﨑指導主事を

招聘し、研修会を行った。 

１０月１０日 

～１２月１２日 

「一人１研究１授業」として学び合いを取り入れた 

授業研究を行った。学校全体として学び合い学習を取り 

入れたことは大きな成果である。ジャンプ課題の設定や、 

生徒の思考を停めない支援などが挙がった。 

 

 

４ 研修を通して 

○２学期 校内研修記録の感想から 

・生徒から授業で「できた」「わかった」という声が聞けた回数が増えた。 

・人とのかかわりを増やした活動が入ったため、生徒の表情が４月比べると、明るく笑顔がたく

さん見られるようになった。 

・学び合い学習をはじめたことによって、教師個々が自分の授業を振り返る良い機会となった。 

 

５ 研修の成果と今後の課題 

本年度の研修を通して、ほぼ全ての授業で「ペアで聴きあう活動」の時間や、「４人組での活

動」が定着し始めた。反面、まだ始めたばかりのため、学力調査の結果などで「学び合い学習の

成果」が「学力の向上」に結びついていくかなど、検証ができていない。今後、教科の研修がで

きる時間の確保し、指導者を招聘するなどして研修を進めていく必要がある。今後、研修の中身

の充実と研修時間の確保を行い、教師の資質向上とともに、生徒の変容を検証し続けていくこと

が必要不可欠である。 
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１ はじめに 

 本校は、令和７年度に野田中学校との統合をひかえている。統合にあたっては、様々な課題が

あることは否めない。 

  そこで、目前にせまってきている統合の日を生徒や保護者、また教職員も安心して迎えられる

ように、合同研修や交流・連携の実施、共有・整備することを目的に準備を進めた。 

 

２ 西武中・野田中 中中合同研修会 

第１回 ７月２８日（金） 

 

 

 

 

 

 

第２回 １２月２５日（月） 

                  

 

 

 

 

 

 

３ 本校での取り組み 

【生徒間交流】 
（１） 生徒間交流…現１年生の交流（学期に１回） 
（２） 合同部活動…合同練習＆練習試合の実施 
（３） 西武地区合同音楽交流会…西武中、野田中、仏子小、西武小の４校で実施 

 
【教職員間の交流】 

（１） 生徒指導担当合同検討会議…学校のきまりなどについて 
（２） 生徒会担当合同検討会議…生徒会本部役員、学校行事などについて 
（３） 中中統合推進会議…月１回、校長、教頭、教務主任、教育委員会による確認 

 
【地域との交流】 

（１） 学校運営協議会…統合後の制服等について 
（２） 入間市学校統合委員会…統合にむけた地域の方との意見交換・協議 

 

４ 成果と課題 

  学校統合にむけて課題は様々であり、組織的に検討・対応していくことが大切である。また、

子供たちが、事前の交流等を通じ、スムーズな接続・連携のもと、安心して統合を迎えられるよ

うにしたい。来年度は、準備の最終年度となる。あらゆることを想定した準備を進めていく。 

  

研究主題 

令和７年度の学校統合 むけ  
～生徒間、教職員間、地域 の交流 通じ ～ 

 間市立西武中学校 

・今後確認すべき内容の洗い出し 

・設備及び備品等の情報共有 

・備品等の取捨選択 

・今年度、来年度の計画の確認 

・各学校の状況把握 
・令和６年度からできることは… 
・統合後（令和７年度）の計画の立案 
・各教科シラバスの作成、年間指導計画の確認 
・各領域の令和６年度当初職員会議資料の検討 
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令和５年度 校内研修概要 

入間市立向原中学校 

１ はじめに 

本校の生徒は、県学力・学習状況調査の質問紙の回答状況によると、自己肯定感を持つ割合が

比較的低い状況が見られる。その原因として、コロナの影響もあり生徒同士の深い関わりの少な

さが考えられる。しかし、本校では「学び合い」学習を取り入れており、生徒同士の交流の機会

が少ないわけではない。また、人間関係で悩んでいる生徒も多くいる。このことを踏まえ、今年

度は、特別活動の研修を軸に人間関係作りに力を入れた。 

 

２ 研究仮説 

  人間関係づくりや話し合い活動を充実させれば、集団の中で、自己の良さ、他者の良さを見つ

け、自己・他者の良いところを認められる生徒になるだろう。 

 

３ 今年度の実践 

（１）令和５年７月２４日（月）   

  演題：「QU 学級集団アセスメントを用いた支援の展開」 

講師：作新学院大学女子短期大学部 准教授 矢野 善教 先生 

 

・事前に矢野先生に本校の QUデータをお渡しし、学年・クラスごとに分析していただいた。 

 ・分析結果をもとに、教員全体へのご指導をいただき、その後学年で共通理解を図った。 

    

  

  

  

  

 

 

（２）令和５年８月２４日（木）   

演題：「中学生の人間関係づくり」 

講師：入間市教育センター兼児童発達支援センター  

指導主事    大舘 信浩 先生 

   入間市教育センター兼児童発達支援センター  

心理専門相談員 山中 德子 先生 

 ・ソーシャルスキルトレーニング「夏休み SST集中講座」 

 ・ソーシャルスキル教育「アンガーマネジメント」 

 ・構成的エンカウンター「エクササイズ５種」 

 

４ 成果と課題等 

（１）成果 

 ・学年のすべての学級で同じソーシャルスキルトレーニングを夏休み明けに行い、学年内で１本

の授業を創り上げていくという一体感があり質の高い授業が展開できた。 

 ・QUテストの分析により、２者相談等に生かすことができた。 

（２）課題 

 ・人間関係が良好になってきたのをどのようにみとるか。 

（３）今後の取り組み 

 ・各学期に１度は１本の題材を研究し（学年内）、特別活動の授業を展開する。 

 ・各学期に１度アンケートを実施し、研修の効果を測定していく。 

  

全体へのご指導 
エンカウンターを実践 
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 令和５年度 校内研修 

入間市立東金子中学校 

１ はじめに 

 本校では６年前より「学びあい」について研修を進めており、令和元年に研究発表を行っている。こ

れを継続して研修を続け、本年度も学びの共同体研究会スーパーバイザーを努めている方を講師として

招いて研修を行うことから始めた。 

 学校の現場は、教科指導の他に各行事や部活動。また、生徒指導など多忙な環境下にあり、ここに更

に研修を加えることは更に忙しさに拍車を掛けることになりかねない。そこで、本校教頭、水谷大輔先

生が「カジュアル研究授業」・「フォーカス研究授業」を考案し、各教科・全教員が取り組んだ。「負担な

く研修の量を増やし、質を高め合う。」ことをねらいとし、本年度の指導訪問でその成果を検証するとい

うものであった。まだまだ課題はあるが、次年度の研究に向けて、更に研修を進めていきたい。 

 

２ 研修の実践 

 

 ６月 

 

 

｢学び合い｣の授業を公開「学び合い学習」の研修を進める。講師 馬場宏顕先生 

３校時・４校時の授業を「学び合い学習」として公開し、５校時を１クラスのみ焦点

授業として馬場梢吾教諭(社会科)が研究授業＜フォーカス研究授業＞を行った。研究

協議にて、講師より「学び合い学習」について指導助言を頂いた。 

 ６月 

～１月 

｢学び合い｣先進校視察研修 市内先進校 黒須中  

             市外関東圏 横須賀野比中、牛久市第一中 

 ９月 

～２月 

｢カジュアル研究授業｣全教科・全教員(１１月 指導訪問にて成果を研修。) 

 

 ＜カジュアル研究授業＞ 

   だれが；全員 いつ；先生が自由に決める 指導案；作成しない 見学者；空き時間 

   研究協議；感想をメモで集約、もしくは放課後等で 15分程度座談会とする。 

 ＜フォーカス研究授業＞ 

   だれが；特定の先生 いつ；年１～２回 指導案；デザイン案 見学者；全員 

   研究協議；授業後にグループ協議。外部指導者を招き、講義・指導を頂く。 
 

 

３ 成果と課題 

 (1) 成果「研修により学んだ事」 

   「学び合い」  主体的・対話的で深い学びは、一斉授業・知識注入型授業では成立しない。 

      ①板書をなくす・減らす。 黒板を写す時間は学びではなく作業。 

      ②教師の説明を減らす。    すぐに課題を与え小グループとする。この２点を意識する。 

 

    ・生徒が学ぶことは、知識・技能だけでなく「目に見えない力＝非認知能力」を学ぶ。        

交流を通して、学び方、粘り強さ、主体性、社会性、聴く力を学んでいく。 

      ・「まずひとりで」は不要。いきなりグループで良い。        「マリオの土管」 

      ・課題を渡したら、すぐ学びに取り組ませる。 

・「自分から聴ける子」を育てるのが理想。しかし、「聴けな 

い子に関わってあげられる子」を育てる。 

・隣のグループの子に聞くという行為は、自分のグル 

        ープのメンバーを見捨てることに等しい。      

    ・机隊形は「マリオの土管」で校内統一。 

  

 

  (2) 課題「教師側の学びあいのスキルの向上」と「生徒側の学びのルールの徹底」が今後も更に

必要である。多忙な業務の中であるが、より効果的な研修の方法を工夫することで、無理な

くお互いが高められる研修が進められる手立てを考察したい。 
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令和５年度校内研修の概要 

「心豊かで、主体的に学び合う児童・生徒の育成」 

～ ９年間の学びの連続性を通して ～ 
入間市立上藤沢中学校 

１ はじめ  

  校では、小中一貫教育の研究を継続しながら研修を進めてき 。ま 、昨年度はＩＣＴ機器を活用

し 授業実践 発表を行っ 。今年度は、「学び合 」を取 入れ 授業を展開し学力向上を図る め、

指導者を招くなどの研修を通して学んで く。 

 

２  年度の研修課題 

（１）確かな学力の定着「生徒が主体的 学び合う授業づく 」  

・ユニバーサルデザインの視点を取 入れ 授業づく を継続・発展させる。 

  ・基礎･基 の定着を図る め 家庭学習を充実させる。 

  ・ＩＣＴを活用し 授業の工夫改善。 

・学び合 を取 入れ 授業の工夫改善を図る。 

（２）心豊かな生徒の育成 

  ・生徒一人一人が自己有用感・達成感を持てる学年学級経営を図る。 

・教育相談体制の充実を図 、生徒理解を深め、指導・援助 努める。 

  ・基 的生活習慣の徹底(あ さつ・時間・清掃) 積極的な生徒指導 努める。 

 ・体験学習・ボランティア活動を推進する。 

（３）小中一貫教育の推進「小中９年間を通し 児童生徒の育成」 

  ・生活、学習スタンダートの確立を図 、生活をつなぐ。 

  ・小中の円滑な接続 向け 児童生徒間・教師間の交流を推進し、学校間をつなぐ。 

 

３ 実施内容 つ て 

（１）確かな学力の定着「生徒が主体的 学び合う授業づく 」 

・指導者を招 て、「学び合 」 つ ての研修を行っ 。その後、一人一回の授業を目安 校外か

ら指導者をお呼びして研究授業を実践し 。 

（２）心豊かな生徒の育成 

 ・生徒の情報の共有 、個別の対応を様々な視点で考えられるよう 、生徒指導部会 教育相談部

会を併合して実施し 。 

（３）小中一貫教育の推進「小中９年間を通し 児童生徒の育成」 

  ①職員間での研修 

   ・上藤沢中学校区の小中連絡会の実施 

    ６月２２日（木） 中学校の授業 開及び情報交換 全体会 

    ８月２１日（月） 講演「不登校生徒・保護者 対する実効性のある関わ 方」 

    １月２４日（水） 小学校の授業 開および次年度 向けての方針決定 

   ・小学校から中学校、ま 中学校から小学校への定期的な乗 入れ 

  ②児童生徒間の交流 

   ・６年生対象の中学校一日体験入学の実施 

   ・中学生 よる小学校への挨拶運動実施 

   ・中学校吹奏楽部 よる小学校の演奏会実施 

    

 

４ 成果 課題 

 生活・学習規律が守られてお 、小中一貫教育の取 組み よ 、小学校から継続的 指導してき 

成果 して考えられる。今後はＩＣＴの活用 限らず、学び合 を取 入れ 授業の展開、小中一貫教

育 よる連続性を活かし 学力の向上をすすめ、社会 貢献できる児童生徒の育成を目指して き  。 
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校内研修「主体的・対話的で深い学びの研究と実践の推進」 

 

 
                   入間市立東町中学校         
 

１ はじめに 
  本校では、令和３・４年度入間市の委嘱を受けて「主体的・対話的で深い学びの」研究と実践

を計画的に進めてきた。今年度も引き続き、昨年度までの研究成果を活かしながら、本校の課題

となっている生徒の自己肯定感や非認知能力の育成を図るための取組を進めてきた。 

 

２ 本年度の取組  

・校内研修  ７月２１日(金) 

 学び合い学習講演会    

講師 入間市教育委員会 指導主事 江﨑 宏昭 様 

① 教員の役割の明確化 ファシリテーターとは 

② ジャンプ課題 

③ タブレットと学び合い 

④ 黒須中学校フォーカス授業の実践事例と演習 

 

・校内研修 ９月２５日（月） １０月３０日（月）  

県学力学習状況調査の分析 

① 学習状況調査「国・数・英」の分析 

② 質問紙調査の分析 

③ 分科会に分かれて方策の検討 

④ 非認知能力の育成に関することの分析 

（各学期の重点として具体的に提示し実践する） 

 

・一人一回の研究授業の実施 

  外部から指導者を招聘し、入間市として取り組んできた学力向上の策（「授業分析１２の視点」

等）を踏まえ、ＩＣＴ機器の活用の実践をもとに「一人一研究授業」を行い、学び合い学習の個々

の教師の授業力の向上を図った。実践後には、成果と課題をまとめ、効果の検証に取り組んだ。 

 

３ 成果と課題 

【成果】                                       

・学び合い学習を通して、生徒が自分の意見を積極的に発言できるようになり、自らの学びを

深める生徒が多くなってきた。自己肯定感を高めることにつながった。 

・一人一研究授業の実施により授業改善の良い機会となった。 

・ＩＣＴ機器を各教科で工夫して取り入れ、教員側のスキルの向上につながった。 

・アンケートの結果から 自己肯定感の高い生徒の多くは、学級や生徒会活動、各行事、部活

動等で活躍している生徒が多かった。 

【課題】 

・ＩＣＴ機器を活用するにあたり、使用ルールの徹底や管理体制の在り方を生徒と共に見 

直していく。 

・教員側のＩＣＴ機器に対する研修時間の確保がなかなか難しい。  

・実践結果を検証し、学校全体で取り組める活動を目指していく。 
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令和５年度 入間市 タブレット活用推進につ て 

タブレッ 授業活用研究委員会 

１ はじめに 

   間市では国のＧＩＧＡスク ル構想(※) 受け、令和３年２月 全児童生徒 学習用タブ

レッ 端末 整備  。令和の日 型学校教育の実現 向け Society5.0時代 ふさわ  学校

の実現 向け、様々 教育改革が進む中、ICTの活用は必要不可欠  っ 。 れまでの実践 

ICT  最適 組み合わせ、子供の資質・ 力の育成 目指す  が求められ  る。 

※ＧＩＧＡスク ル構想 は、「多様 子供 ち 誰一人取 残す  の  、公正 個別最適

化され 学び 全国の学校現場で持続的 実現させる め 、児童生徒１人１台端末 前提

   高速大容量の通信ネッ ワ ク 整備する」ものである。 

 

２ 入間市 タブレット活用推進につ て 

 間市では、ＧＩＧＡスク ルで導 され タブレッ 端末の活用 「教員の授  業改善」

 生か 、教員の資質・ 力 向上させる   よ 子供 ちの学力向上 目指   る。今年

度は「ICT＋学び合 学習」 テ マ 教職員向けの研修 行っ 。 間市の子供 ちが主体的

 社会で活躍・貢献 、豊か 生活 送る  がで る人材 育 る  が目的である。その 

め 、タブレッ 端末 有効活用 、協動的 学び 深める  がで るよう 研究 取 組ん

で る。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今年度 活動内容（概要） 

（１）設置目的 

・タブレッ 端末 効果的 活用 、教員の授業改善 図る めの研究 する。 

・校内でタブレッ  活用  授業 推進する教師の育成 図る。 

（２）委員会 つ   

    ・タブレッ 端末の効果的 活用 各自で実践 、活用事例 共有する。 

・Googleの活用 通  学校間の交流 行う。 
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４ 活動記録 

 （１）第１回研究委員会 令和５年９月２０日（水）  間市教育セ タ  

    ・今年度の活動方針 ・各校の事例紹介・共有 ・活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 （２）第２回研究委員会 令和５年１２月５日（火）  間市教育セ タ  

    「ICT活用研修会」 講師補助   参加（講師：マスチャ ネル 渡辺様） 

    ◎Googleフォ ムの活用の仕方 中心 先生方の研修 サポ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）第３回研究委員会（予定） 令和６年２月下旬  

    ・事例報告会 来年度 向け  

                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

令和５年度 タブレット授業活用研究委員会 

【委員長】  

藤沢小学校 校長 加藤 公章 

【委 員】 

豊岡小学校  教諭 大野  聡   藤沢中学校  教諭 市川 怜楠 

藤沢小学校  教諭 平野 里奈   黒須中学校  教諭 髙柳 吾良樹 

仏子小学校  教諭 長澤  衛     野田中学校  教諭 滝本 将大 

【担 当】 

入間市教育委員会 指導主事   岩田 浩一 

  

 

・職員会議資料 日報・週報 ど校内でペ パ レス化が進んで  

 ます。 

・ノ   使用せず 、タブレッ のみで授業 行っ みま  。 

・タブレッ  校外 持ち出  活用 ま  。児童は撮っ 写真 

  使っ 発表  ま  。 

・Googleフォ ムでテス  つ っ みま  。児童生徒・保護者 

   ケ   も活用 ま  。 

・ミライ  ド 活用  、作品の評  振 返  ど 活用   

  ます。 

・eライブラリで欠席の生徒 課題の指示 配布    ます。 
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令和５年度 入間市外国語教育につ て 

                      

 

外国語研究委員会 

１ はじめに 

 研究委員会 よる平成２９年度の 識調査では、小学校の先生方の多 が英語指導 不安

 抱   る  う結果が出 。その不安  っ  る要因は、主 自身の英語力 関わる 

 、指導 関わる  である。 

昨年度は、 う  先生方の不安  っ  る要因 少 でも解消         、授

業準備 研修準備 係る負担軽減策 つ  、さら は先生方の負担軽減、不安軽減の一助 

 るよう研究  。 

令和５年度は、「外国語教育ブラッ ュ ップ研修会」  令和５年度 埼玉県学力・学習状

況調査の分析 お  っ 。「領域、 点、問題形式別正答率一覧」 「問題別集計結果」よ 

 市は 話す  〔発表、  取 〕 の領域が伸び悩んで る  がわかっ 。よっ 、 話

す  〔発表、  取 〕 の領域での、児童生徒の資質 力 伸ばす クティビティの研究お

  っ 。 

 

２ 活動記録 

 

（１）第１回研究委員会 令和５年１２月４日（木）  間市教育セ タ  

    ・今年度の活動方針 

    ・活動計画の作成 役割分担 

 

 （２）第２回研究委員会 令和５年１月２３日（火）  間市教育セ タ  

    ・ クティビティの研究・作成 

 

 （３）第３回研究委員会  

    ・ クティビティの提出（デ タ よ ） 

 

３ 児童生徒 資質能力を伸ばす研究 

 

（１）【話す  〔発表、  取 〕】 目標 

  ＜話す  [  取 ]の目標＞ 

・関心のある事柄：簡単 語句 文 用  即興で伝 合う。 

・日 常 的  話 題：事実 自分の  、気持ち ど 整理 、簡単 語句 文 用 

  伝   、相手からの質問 答   する。 

・社 会 的  話 題：      感じ   、その理由 ど 、簡単 語句 文  

 用  述べ合う。 
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＜話す  [発表]の目標＞ 

・関心のある事柄：簡単 語句 文 用  即興で話す。 

・日 常 的  話 題：事実 自分の  、気持ち ど 整理 、簡単 語句 文 用   

ま ま のある内容 話す。 

・社 会 的  話 題：      感じ   、その理由 ど 簡単 語句 文 用 

  話す。 

 

 （２）児童生徒 資質能力を伸ばすアクティビティ 研究【話す  〔発表、  取 〕】 

１ 「ウイ クキラ 」ゲ ム Small talk 活用   クティビティ 

２ 「夢の旅行」 企画 よう 
「夢の旅行」 企画 、グル プでプレゼ テ   

  

３ 
EVOLUTION GAME 

（進化ゲ ム） 

どの言語材料（文法） 簡易的 会話活動でもで る

活動 

４ how toビ ゴ Key sentence 使っ ビ ゴ 

５ 「夢の旅行」 企画 よう 
スピ チ 原稿 書   のポイ   理解 、自分

の   も  、スピ チ原稿作成 

６ Program7の Retell 写真 絵 見 、ス  リ の内容 相手 伝 る 

  ★ねら  

   ・児童生徒の興味 関心 ひ 単元の目標 提示 、そ  至る道筋 示す  で、各授

業での活動 主体的 取 組めるよう する。 

   ・スモ ルステップ 踏み がら、単元目標 達成する めの力 徐々 身  

    つけられるよう する。 

 

（３）研究成果 作成 配布 

   先生方の教材研究 授業展開 生か    だ  め、全小学校 単元指導計画   

  らび 各授業の展開例 印刷  もの 配布   ます。 

                                                                                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

令和５年度 外国語研究委員会 

委員長 東 町 中 学 校 校 長    伊藤 浩二 

委 員 狭 山 小 学 校 教 諭    小本  翔 

委 員 西 武 小 学 校 教 諭    菅原 倫子 

委 員 藤 沢 中 学 校 教 諭    小澤 文哉 

委 員 東 金 子 中 学 校 教 諭    小林南海子 

委 員 上 藤 沢 中 学 校 教 諭    岩瀨 友宏  

担 当  入間市教育委員会   指導主事  白井  圭 
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令和５年度 確か 学力を育成する入間市 教育につ て 

 

学力向上推進委員会 

 

１ 学力向上推進委員会につ て 

 

 （１）目的 
 市の子ども ちの課題 明確  、一人一人 確実 伸ば 、確か 学力 育成する め

の指導方法 研究する。 

 （２）今年度目標 

     「学びのスタ ダ ド６」の作成 

 （３）今年度研究内容 
     「学びのスタ ダ ド」１～５ 踏ま 、よ 主体的・対話的で深 学び 実現する め  

「学びあ 学習」 つ  の基 の確認 ジャ プの課題の具体的 視点 示す。 

 

２ 活動記録 

 

 （１）第１回委員会 令和５年１１月２１日（火）＠教育セ タ  

     ・研究内容の検討  ・研究計画 

 （２）第２回委員会 令和６年 １月２４日（水）＠教育セ タ  

     ・研究内容の検討  ・リ フレッ 原案の作成 

 （３）第３回委員会 令和６年 ２月２２日（木）＠教育セ タ  

     ・リ フレッ の校正 

 

３ 「学び スタンダード６」 活用につ て 

 

 「学びのスタ ダ ド５」（デ タ） 各学校 配布する  で、令和６年度からの活用 図る。 

 

４ 令和５年度学力向上推進委員会 委員 

 

 

 

 

 

委員長 仏 子 小学校 校長 田邊  玲  先生 

委 員 宮 寺 小学校 教諭 土屋 倍之 先生 

 藤沢南 小学校 教諭 山﨑 宏樹 先生 

  扇  小学校 教諭 飛澤 良太 先生 

 豊 岡 中学校 教諭 伊藤 慶祐 先生 

 武 蔵 中学校 教諭 鈴木 源也 先生 

 西 武 中学校 教諭 和合 秀昭 先生 

事務局 学校教育課 指導主事 江﨑 宏昭 
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５ 入間市 学力 状況（埼玉県学力・学習状況調査よ ） 

 

 

 

 

 

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 数学 国語 数学 英語

入間市 58.6 60.9 52.4 60.4 61.3 58.7 57.0 59.2 55.2 52.5 55.2
県 62.1 63.0 56.2 63.0 63.8 59.8 58.8 57.7 57.1 52.7 59.0

差(A) -3.5 -2.1 -3.8 -2.6 -2.5 -1.1 -1.8 1.5 -1.9 -0.2 -3.8

国語 算数 国語 算数 国語 数学 国語 数学 国語 数学 英語

入間市 60.8 62.8 59.4 54.2 63.4 57.3 60.7 60.6 53.8 60.6 48.4
県 62.7 63.0 60.8 56.5 63.8 56.4 60.2 59.0 55.5 59.0 50.4

差(B) -1.9 -0.2 -1.4 -2.3 -0.4 0.9 0.5 1.6 -1.7 1.6 -2.0
1.6 1.9 2.4 0.3 2.1 2.0 2.3 0.1 0.2 1.8 1.8

＊改善したのは11項目 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

今年度
小５ 小６ 中１ 中３

県との差の変化(B-A)

正答率　同学年における昨年度との比較
中１

中２

昨年度
小４ 小５ 小６ 中２

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 数学 国語 数学 英語

入間市 8.9 5.3 5.0 5.2 3.9 4.5 4.1 8.5 2.1 7.0 3.8

県 7.5 4.1 3.9 4.3 3.8 4.6 3.5 7.9 2.5 7.1 3.4

差(A) -1.4 -1.2 -1.1 -0.9 -0.1 0.1 -0.6 -0.6 0.4 0.1 -0.4

国語 算数 国語 算数 国語 数学 国語 数学 国語 数学 英語

入間市 4.5 5.0 4.7 7.7 1.7 5.9 4.1 8.5 3.8 4.4 3.0

県 2.4 4.0 2.9 5.6 1.3 5.8 3.5 7.9 2.8 4.2 2.1

差(B) -2.1 -1.0 -1.8 -2.1 -0.4 -0.1 -0.6 -0.6 -1.0 -0.2 -0.9

-0.7 0.2 -0.7 -1.2 -0.3 -0.2 0.0 0.0 -1.4 -0.3 -0.5

＊改善したのは1項目 ○

無解答率　同学年における昨年度との比較

小５ 小６
　

今年度

中１

小4

中３

昨年度

小５ 小６

中２

中２

県との差の変化(B-A)

中１

国語 算数 国語 算数 国語 算数 国語 数学 国語 数学 英語

入間市 10.7 17.7 24.9 15.4 27.4 5.0 49.7 33.9 52.9 55.2 59.8

県 15.9 22.4 34.9 14.5 37.5 5.7 51.1 35.9 53.4 55.5 62.3

差(A) -5.2 -4.7 -10.0 0.9 -10.2 -0.7 -1.4 -2.0 -0.5 -0.4 -2.6

国語 算数 国語 算数 国語 数学 国語 数学 国語 数学 英語

入間市 17.2 30.4 27.0 21.5 43.2 47.9 53.2 31.0 54.2 48.2 22.9

県 24.8 35.8 37.5 29.8 44.5 44.8 59.3 35.1 53.2 49.6 26.0

差(B) -7.6 -5.4 -10.5 -8.3 -1.3 3.1 -6.1 -4.1 1.0 -1.4 -3.1

-2.4 -0.7 -0.5 -9.2 8.9 3.8 -4.7 -2.1 1.5 -1.0 -0.5

＊改善したのは3項目 ○ ○ ○

昨年度

小５ 小６ 中１

今年度

県との差の変化(B-A)

中２ 中３

記述式正答率　同学年における昨年度との比較

　
小４ 小５ 小６ 中１ 中２
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家庭学習時間（土曜日 日曜日 ど学校が休みの日 ，１日   どれ ら の時間，勉強  ま

すか） 

 

 

学級の落ち着 （（前学年の）学級は落ち着  学習する雰囲気があ ま  か） 

 

聴 力（先生の話 友達の発表  っか 聞 ，自分の   伝 る  がで   ますか） 

　 小４ 小５ 小６ 中１ 中２
入間市 22.7 23.0 22.3 36.6 34.1
埼玉県 24.1 25.6 25.9 39.5 42.0
差(A) -1.4 -2.6 -3.6 -2.9 -7.9

小５ 小６ 中１ 中２ 中３
入間市 20.5 18.5 32.9 31.9 42.3
埼玉県 24.9 23.7 35.1 37.8 47.7
差(B) -4.4 -5.2 -2.2 -5.9 -5.4

-3.0 -2.6 1.4 -3.0 2.5
○ ○

昨年度

今年度

県との差の変化(B-A)

同学年における、昨年度と今年度の比較

　 小４ 小５ 小６ 中１ 中２
入間市 78.4 73.3 74.0 72.6 63.3
埼玉県 79.6 76.1 73.0 75.5 72.3
差(A) -1.2 -2.8 1.0 -2.9 -9.0

小５ 小６ 中１ 中２ 中３
入間市 76.3 70.8 75.8 68.5 75.2
埼玉県 76.0 73.2 71.5 71.7 77.6
差(B) 0.3 -2.4 4.3 -3.2 -2.4

1.5 0.4 3.3 -0.3 6.6
○ ○ ○ ○＊全体的に良くなっている。

同学年における、昨年度と今年度の比較

昨年度

今年度

県との差の変化(B-A)

　 小４ 小５ 小６ 中１ 中２
入間市 76.9 76.2 77.1 77.1 68.5
埼玉県 75.1 74.5 74.9 77.2 73.4
差(A) 1.8 1.7 2.2 -0.1 -4.9

小５ 小６ 中１ 中２ 中３
入間市 76.7 76.5 83.3 78.5 76.2
埼玉県 77.3 74.4 79.0 77.7 78.7
差(B) -0.6 2.1 4.3 0.8 -2.5

-2.4 0.4 2.1 0.9 2.4

○ ○ ○ ○
＊小４→小５に課題があるが、その他は
上昇している。

同学年における、昨年度と今年度の比較

昨年度

今年度

県との差の変化(B-A)
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協働（（前学年で）グル プ ペ で話 合っ  、 見 出 合っ  する場面がどれ ら あ ま  

か。） 

 

 

自己肯定感（自分 は，よ   ろがある 思 ますか） 

 

 

  

　 小４ 小５ 小６ 中１ 中２
入間市 66.8 72.6 65.9 74.3 79.9
埼玉県 67.6 66.5 67.9 72.0 72.8
差(A) -0.8 6.1 -2.0 2.3 7.1

小５ 小６ 中１ 中２ 中３
入間市 72.6 75.6 78.9 84.3 79.2
埼玉県 71.5 69.9 73.9 73.4 72.3
差(B) 1.1 5.7 5.0 10.9 6.9

1.9 -0.4 7.0 8.6 -0.2
○ ○ ○

同学年における、昨年度と今年度の比較

昨年度

今年度

県との差の変化(B-A)
＊小4→小5、小6→中1で改善。

　 小４ 小５ 小６ 中１ 中２
入間市 81.6 80.5 80.2 71.3 68.4
埼玉県 79.9 78.2 77.6 72.7 73.8
差(A) 1.7 2.3 2.6 -1.4 -5.4

小５ 小６ 中１ 中２ 中３
入間市 79.7 77.1 77.7 71.0 69.8
埼玉県 79.0 77.0 76.2 71.9 74.8
差(B) 0.7 0.1 1.5 -0.9 -5.0

-1.0 -2.2 -1.1 0.5 0.4
○ ○＊中学校で改善が見られた。

同学年における、昨年度と今年度の比較

昨年度

今年度

県との差の変化(B-A)
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入間市内児童・生徒の体力の現状と課題 

入間市体力向上推進委員会 

 

Ⅰ はじめに 

 

１ 研究のねらい 

   本市の体力向上推進委員会のねらいは、各校の体力向上推進委員会等と連携しつつ、健康で

体力・気力にあふれる児童・生徒の育成を図るため、体力などについての実態調査や諸施策を

案出し、各校における体力向上のための実践活動の充実強化を図ることにある。 

   本委員会は、継続的に集積したデータ等を元に、市内小・中学校の児童・生徒の体力の推移

を明らかにし、比較と分析を加えることを主な研究として行っている。例年、①新体力テスト

の集計結果 ②鉄棒運動の技能 ③泳力の調査の３つの領域に焦点をあて、集計データ等か

ら実態把握と分析に取り組んでいる。 

今年度は、引き続き感染症拡大防止のため、上記②～③の調査を中止とした。研究の中心を、

感染症対策下の体力向上策とし、会報「元気な入間っ子」の発行による学校・家庭への周知を

活動の目標とした。 

 

 ２ 研究の経過 

   第１回委員会 令和５年１１月２１日（火） 於 入間市立豊岡中学校 

    （１）推進委員会の趣旨並びに昨年度までの活動状況の確認 

    （２）本年度の研究方針の決定（年間活動計画と組織作り） 

    （３）研究の具体策と推進計画 

      ① 会報「元気な入間っ子」第２１号発行計画 

  

    第２回委員会 令和６年 １月 １８日（木） 於 入間市立豊岡中学校 

    （１）「入間市の学校教育」紀要内容の確認 

    （２）会報「元気な入間っ子」第２１号内容の確認 

  （３）本年度の反省 
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Ⅱ 児童生徒の新体力テストの結果・報告 

（１）小学校 

 ①令和５年度 新体力テスト児童の平均値  ○・×は県平均値との比較 

男子 

 項目 
握力

（㎏） 

上体起こ

し（回） 

長座体前

屈（ｃｍ） 

反復横と

び（点） 

20ｍｼｬﾄﾙ

ﾗﾝ（回） 

５０ｍ走 

（秒） 

立 ち 幅 と

び（ｃｍ） 

ボール投

げ（ｍ） 

１年生 

市平均 9.28 12.60 27.95 28.28 21.01 11.58 114.86 8.28 

県平均 9.01 12.27 27.47 27.88 21.09 11.56 116.53 8.04 

比較 ○ ○ ○ ○ × × × ○ 

２年生 

市平均 10.18 14.96 29.09 31.61 28.56 10.71 128.73 11.20 

県平均 10.59 15.34 29.23 31.97 30.30 10.72 127.80 10.85 

比較 × × × × × ○ ○ ○ 

３年生 

市平均 12.59 17.59 30.57 35.45 37.12 10.20 136.84 14.37 

県平均 12.34 17.49 31.14 35.52 37.87 10.18 137.00 13.76 

比較 ○ ○ × × × × × ○ 

４年生 

市平均 14.23 19.18 33.56 39.22 44.77 9.72 147.45 18.06 

県平均 14.06 19.18 33.19 39.23 44.69 9.77 145.64 16.80 

比較 ○ － ○ × ○ ○ ○ ○ 

５年生 

市平均 15.75 20.69 34.41 42.89 49.67 9.31 155.29 21.00 

県平均 16.17 20.92 35.85 43.02 51.40 9.39 155.05 19.65 

比較 × × × × × ○ ○ ○ 

６年生 

市平均 18.59 22.19 37.69 45.41 57.28 8.91 164.45 23.89 

県平均 19.07 22.69 38.04 46.16 59.23 8.93 165.55 22.78 

比較 × × × × × ○ × ○ 

女子 

 項目 
握力

（㎏） 

上体起こ

し（回） 

長座体前

屈（ｃｍ） 

反復横と

び（点） 

20ｍｼｬﾄﾙ

ﾗﾝ（回） 

５０ｍ走 

（秒） 

立 ち 幅 と

び（ｃｍ） 

ボール投

げ（ｍ） 

１年生 

市平均 8.75 12.48 30.64 26.98 18.66 11.84 107.95 5.90 

県平均 8.53 11.80 29.98 26.71 17.79 11.87 109.22 5.69 

比較 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

２年生 

市平均 9.97 14.72 31.11 30.58 22.64 10.97 119.65 7.69 

県平均 10.06 14.82 32.34 30.54 24.14 11.06 119.72 7.43 

比較 × × × ○ × ○ × ○ 

３年生 

市平均 11.95 17.26 35.06 33.51 28.97 10.47 131.49 9.01 

県平均 11.79 16.96 34.90 33.82 29.41 10.50 129.96 9.36 

比較 ○ ○ ○ × × ○ ○ × 

４年生 

市平均 13.80 19.15 37.14 37.54 35.46 9.93 141.26 11.47 

県平均 13.65 18.66 37.46 37.64 35.62 10.04 139.80 11.34 

比較 ○ ○ × × × ○ ○ ○ 

５年生 

市平均 15.56 19.89 39.16 40.65 40.43 9.59 148.30 13.22 

県平均 16.22 20.14 40.89 41.16 41.87 9.59 149.33 13.29 

比較 × × × × × － × × 

６年生 

市平均 19.02 20.91 43.73 43.56 45.35 9.15 156.01 14.85 

県平均 19.10 21.25 43.67 43.62 46.90 9.19 157.13 14.94 

比較 × × ○ × × ○ × × 
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②考察 

表１ 埼玉県体力標準値以上の記録となった学年の数 

 握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび ２０ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ ５０ｍ走 立ち幅とび ボール投げ 合計 

男子 0 0 2 0 0 0 1 0 3 

女子 0 1 3 0 0 0 0 0 4 

合計 0 1 5 0 0 0 1 0 7 

 令和５年度埼玉県体力標準値と今年度入間市児童平均値を比較してみると、体力標準値を上回ったの

は９６項目中７項目で、達成率は約７％であった。昨年度は達成率が８項目だったため、１項目下回る

結果となった。特に、握力、反復横とび、２０ｍシャトルラン、５０ｍ走、ボール投げは、１学年も上

回ることができていなかった。コロナウイルス感染症の流行時期から、やや制限が解消されつつも依然

として、厳しい結果となっている。 

 下記４種目に関する平成２４年度からの入間市平均の推移を見ると、長座体前屈は緩やかな上昇傾向

にあり、昨年度急激に下降していた。今年度は、全体的に平均値は上がっているが、県平均を超える学

年は半分にとどまった。県の課題であり入間市の重点目標でもある握力とボール投げについては、平均

推移で比べるとほぼ横ばいか下降傾向である。２０ｍシャトルランは、令和に入りコロナウイルス感染

症の流行に伴い、下降傾向にあった。しかし、県平均を超える学年は少なかったものの、若干ではある

が市平均は上昇した。引き続き、入間市全体で工夫しながら体力の向上を図っていく必要がある。 
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（２）中学校 令和５年度入間市平均と埼玉県平均を比較
　①令和５年度　新体力テスト生徒の平均値 ○・×は県平均値との比較

男子 項目
握力

（㎏）

上体起こし

（回）

長座体前屈

（ｃｍ）

反復横とび

（点）

持久走

（秒）

５０ｍ走

（秒）

立ち幅とび

（ｃｍ）

ボール投げ

（ｍ）

市平均 24.08 24.68 43.01 47.76 6'55"72 8"42 182.90 18.71

県平均 23.85 24.76 43.10 48.05 7'06"39 8"55 182.81 17.79

比較 〇 × × × 〇 〇 〇 〇
市平均 31.19 28.53 48.51 52.44 6'20"48 7"80 204.30 22.08

県平均 29.68 28.25 48.09 48.05 6'33"24 7"90 201.91 21.26

比較 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
市平均 34.85 30.40 52.95 54.14 6'09"98 7"43 214.79 24.93

県平均 34.49 30.75 52.19 54.71 6'17"98 7"49 216.06 24.25

比較 〇 × × × 〇 〇 × 〇

女子 項目
握力

（㎏）

上体起こし

（回）

長座体前屈

（ｃｍ）

反復横とび

（点）

持久走

（秒）

５０ｍ走

（秒）

立ち幅とび

（ｃｍ）

ボール投げ

（ｍ）

市平均 22.12 21.68 46.91 45.07 5'03"31 8"95 168.47 12.32

県平均 21.58 22.13 46.89 44.46 5'07"56 9"07 165.00 11.62

比較 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
市平均 24.77 24.88 51.78 47.27 4'46"07 8"68 173.79 14.19

県平均 24.06 24.71 50.25 46.58 4'53"30 8"75 172.42 13.52

比較 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
市平均 26.14 26.00 54.36 46.82 4'45"83 8"52 175.09 15.22

県平均 25.57 26.27 53.07 47.47 4'51"61 8"64 175.73 14.64

比較 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

男 14.1% 29.1% 30.9% 17.7% 8.2%

女 17.9% 31.0% 31.4% 14.6% 5.1%

全体 16.0% 30.1% 31.2% 17.7% 6.7%

A+B A+B+C 77.3%

男 16.5% 27.6% 32.2% 18.7% 5.0%

女 39.1% 31.6% 21.1% 6.8% 1.4%

全体 27.8% 29.6% 26.7% 12.8% 3.2%

A+B A+B+C 84.1%

１年生

２年生

３年生

中学校

　③　埼玉県が示すA＋B＋C目標値（小学校８０％・中学校８５％）

１年生

２年生

46.1%

57.4%

３年生

　② 　令和５年度　新体力テスト　入間市総合評価

参考：埼玉県教育委員会HP（令和3年度　埼玉県児童生徒の新体力テスト結果について）
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②考察           表３ 埼玉県体力標準値との平均値の比較 

 
握力 

上 体 起 こ

し 

長座体前

屈 

反復横

とび 
持久走 ５０ｍ走 

立ち幅

とび 

ハンドボ

ール投げ 

標準値を上

回る数 

昨 年

度 

1 年男子 〇 × ― × × 〇 × 〇 3 4 

1 年女子 × × × × × × × 〇 1 1 

２年男子 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 5 4 

２年女子 × × 〇 × × × × 〇 2 1 

３年男子 × × 〇 × × 〇 × 〇 2 0 

３年女子 × × 〇 × × × × 〇 2 0 

今年度の結果を埼玉県体力標準値と比較してみると４８項目中、〇16(33・33％)、×31(64.58％)、－1(0.02％)であ

った。令和４年度は 〇10(20.83％)、×38(79.17％)、であった。 

 長座体前屈、ハンドボール投げの２種目において、多くの学年が県の標準値を上回っている傾向にある。令和４年度時よりも県

の標準値を上回っている種目は増えたが、種目の特性によるマスク着用や、人との距離をとる必要性による運動制限の影響は未

だに大きいと考えられる。５０ｍ走の男子においては、令和３年度から常に良い状態に保つことができている。持久走に関して、

どの学年でも県の標準値を超えられていないため、授業での長距離走を充実させるとともに、１０月に行われる駅伝競走大会に

多くの生徒を関わらせていきたい。 

 入間市全体を見ると上体起こし、反復横跳び、立ち幅跳びの記録は県の標準値と比べて低い傾向が見られる。３つの種目とも、

令和４年度の時から低い傾向にあり、課題となっている。反復横跳びに関しては、授業時に短い時間の中で、横や斜めに動くよう

な運動を取り入れる必要がある。上体起こしについては、スタートの合図の反応速度を上げることや授業の補強運動等で、毎回取

り入れて長期的に行い、筋力を向上させていく必要がある。立ち幅跳びについても補強運動の際に、馬跳びなどを取り入れること

で仲間と交流しながら、脚力や瞬発力を鍛えることができると考える。１年を通し、運動のアプローチの仕方を変化させながら、

生徒が意欲的に取り組める工夫をすることで体力を向上させることができると考える。ここ数年のマスクを着用しての運動や、

接触を制限する運動を行っていた期間が長かった影響は大いにある一方、少しずつコロナの影響も緩和されつつある中で、子供

たちが力いっぱい運動に取り組み、自らの健康の増進と体力の向上を図れるような働きかけを体育授業を通して行っていきたい。 
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図３ 種目ごとの学年別平均値の対前年度比 
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Ⅱ 研究のまとめ 

 １ 新体力テストから 

   （１）県体力平均値に対して 

令和５年度の結果では、入間市内の小学生の県体力平均値が県平均値を上回っている項目

数は、４８項目中、男子が２３項目、女子２２項目であった。 

反対に下回っていた項目数は男子９項目、女子７項目であった。男子は握力、女子は２０ｍ

シャトルランが課題である。また、中学生の平均値が県体力平均値を上回っている項目数は、

２４項目中、男子が１８項目、女子は２０項目であった。下回った項目は、男子６項目、女

子４項目であった。項目では男子は上体起こし、反復横とび、女子では上体起こしが課題で

ある。 

小・中ともに、これまでの課題が引き続き解消できていない状況がみられるため、来年度

の取組について各校のさらなる工夫が求められる。 

 

  （２）総合評価に対して 

総合評価では、埼玉県教育振興基本計画の目標では、Ａ＋Ｂ＋Ｃの割合を小学校 

８０％、中学校８５％以上としているが、本市の小学生は、３・４・６学年の女子がこれに 

達することができた。中学生では女子が全学年で達することができた。また、平成２６年度まで目標

としていたＡ＋Ｂの割合が小中ともに５０％以上については、小学校では、１・３・４学年女子が、中学

校では、３年生男子と全学年の女子がこれに達することがで 

きた。今後も児童生徒の健やかな成長のために体育授業の充実を図っていきたい。 

 

２ 今後に向けて 

体育は運動に親しむとともに、「健康の保持増進」と「体力の向上」を目指す教科である。

授業の充実が体力の向上につながっていく。指導にあたっては、授業時数や運動量の確保、

指導や評価の工夫改善を行い、子供たちが力一杯運動に取り組む授業を目指してほしい。 

感染症拡大防止策を講じた体育授業が展開される中、各学校の先生方は、様々な工夫を凝

らして、体力向上策に取り組んでくださっている。一部ではあるが、体力向上推進委員会に

て、取組を紹介することができたことが、今年度の最大の成果である。 

一昨年度まで行っていた、鉄棒運動、泳力に関するデータを示し、実態把握とその分析を

行うことができなかったが、新型コロナウイルス感染状況が終息を迎えつつある中、平常時

の教育課程へ戻る時を目指し、しっかりと準備をしていきたい。本研究の結果が、各学校に

おける今後の児童生徒の体力向上策に反映されることを期待している。 

 

令和５年度入間市体力向上推進委員会 

委員長  豊  岡  中  学  校  砂田  一 

委 員  藤 沢 北 小  学  校  三上 聖奈 

委 員  東  町   小   学   校  犬島  未歩 

委 員  西  武  中  学  校  伊藤 貴士 

委 員  向  原  中  学  校  山田 悠平 

担 当   入間市教育委員会学校教育課 高嶋 裕子 
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人権教育の充実を図る指導資料作成の取組 

～中学校１年生「道徳」の授業実践を通して～ 

        入間市人権教育推進委員会 

 

Ⅰ 研究のねらい 

 本委員会では、「児童生徒の当事者意識を育む授業実践を行い、学校における人権教育の充実を図

る」という研究主題のもと、道徳の授業の実践を中心に研究を進めてきた。 

今年度の研究は、道徳の授業を通して、中学校の内容項目「Ｂ－８ 友情、信頼」から、教材名

『短文投稿サイトに友達の悪口を書くと』を取り上げ、生徒にとって身近な事象から人権感覚の育成

を目指したことである。具体的には、「相手の立場を想像したり、その立場になったときに自分だった

らどうするかを考えたりする」ことをねらいとして研究授業を行った。研究協議では、人権教育の視

点から協議を行うことにより、その成果と課題について議論を深めることができた。 

 

Ⅱ 研究の経過 

 日 程 活 動 内 容 

第１回 令和５年 ７月１４日（金） 今後の活動方針の検討、計画の立案 

第２回 令和５年１０月 ３日（火） 授業実施計画・指導案検討 

第３回 令和５年１０月３１日（火） 授業研究会：向原中 （小橋教諭） 

 

 

Ⅲ 第１学年１組 道徳科学習指導案 
日時 令和５年１０月３１日（火） 

授業者  小橋 弘嵩         

１ 主題名「情報モラルと友情」 内容項目（Ｂ－８ 友情、信頼） 

  

２ 教材名 短文投稿サイトに友達の悪口を書くと  

  

３ 主題設定の理由 

（１） ねらいとする価値について  

友情はお互いの信頼と敬愛の念を基盤とする最も豊かな人間関係であり、かけがいのないも

のである。互いの個性を認め、違いを尊重しつつ、高めあえる関係づくりが大切である。時に

は友達との関係に悩み、傷つくことを恐れ、忠告できないこともある。こうした中でも友情の

尊さを理解し、互いの良さを認め、励ましあい、忠告しあえる信頼関係の良さを味合わせたい。

自己を大切にしつつ、他者を思いやり、友情が深められるようなかかわりを授業の中で触れな

がら大切にしていくようにしたい。 
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（２） 生徒の実態について 

     本学級では、男女分け隔てなくかかわり交流している様子も見られる。ルールや決 まり事

を守りながら、学習に取り組む姿が見られ、友人への気遣いや、声掛けなど協力的な部分が見

られる。 

     その反面、ささいなことがきっかけで友達関係が崩れることや、友達関係に対して 悩みや

葛藤を抱える生徒も少なくない。また、スマートフォンの普及に伴い、相手の気持ちを考えな

いやり取りからトラブルに発展してしまう。  

そのため、他人事でなく、自分事してとらえ、これらの悩みを乗り越えて、忠告し  あえ

る信頼関係を築けるようにしていきたい。 

 

（３） 教材について 

本教材は、ネット上への悪口の書き込みから「炎上」してしまう話から、真の友情について

考えるものである。掃除にしっかり取り組まないイチロウが、ナオコから注意を受けたことか

ら、ネットに悪口を書き込んでしまい、ネット上で「炎上」してしまう。コウタはイチロウの

友人であるが、なかなかイチロウへ注意ができない自分自身に葛藤するという内容である。 

情報モラルは現代社会において重要視されているが、中学 1 年生は情報に対する視点や扱い

方はまだまだ未熟である。これからの情報化社会を生きていくうえで、子供たちが情報を正し

く活用しながら、仲間との友情を深め、よりよい信頼関係を構築してことが重要である。小グ

ループでの話合いや、ホワイトボードに意見をまとめるような、体験的な活動を設定し、言葉

だけでなく、相手の表情や仕草から伝わる情報も含めて考えられるような展開とすることで、

道徳的価値への理解を深め、ねらいに迫っていく。 

 

 ４ 人権指導上のねらい（普遍的な人権課題「人間の尊厳・価値の尊重」） 

SNS の問題点を見抜き、相手の痛みや感情を感知するとともに、自分が人を傷つけず、自他とも

にかけがいのない人間として尊重することができるようになる。 

 

 ５ 人権指導上の留意点 

・一人一人がかけがいのない存在として自分自身や友達を大切にしようとする。 

(価値・態度) 

・相手の立場を想像したり、その立場になったときに自分だったらどうするかを考えたりすること

ができる。(技能) 

 

６ 本時のねらい 

悩みや葛藤をともに乗り越え、友情を深めていくことの大切さに気づき、互いに励まし合い、心

から信頼しようとする態度を育てる。 
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 ７ 学習指導過程 

過

程 

学習（内容）活動 予想される生徒の反応 人権教育上の配慮（◎） 

評価の視点（☆） 

導

入 

 

５ 

分 

１ SNS や誹謗中傷

に関するアンケー

トの結果を見せる。 

・誹謗中傷は相手を傷つけること。 

・SNS で愚痴を言ったことがある。 

・書いている人を知っている。 

・そういう話を聞いたことがある。 

・コの字で始める。 

・自由に発言をさせる。 

展

開 

 

３

５

分 

２ 範読「短文投稿サ

イトに友達に悪口

を書き込むと」を範

読する。 

※P122 の 10 行目

までにする。 

 

３ 状況の確認をし、

それぞれの立場を

考えてみる。 

 

 

 

４  コウタは大変な

ことになるぞと思

ったのに、どうして

「う、うん、そうだ

ね」と言ってしまっ

たのか。 

 

 

５  三人はどうした

らよかったと思う

か。 

 

 

 

６  もしもあなたが

コウタの立場だっ

たら、イチロウに忠

 

 

 

 

 

 

 

コウタ 同意しちゃった。 

イチロウ イライラしていた。 

懲らしめたい。 

ナオコ 悪いのはイチロウだから仕方な

い。 

 

・仲が悪くなってしまうと思った 

から。 

・その場のノリに流されてしまったか

ら。 

・イチロウにいっても聞かなそうだった

から。 

・面倒くさいから 

 

・ダメなことはダメという。 

・ネットには上げない。 

・言い方に気を付ける。 

・考えて行動する。注意する。 

 

 

 

【する】 

・ネットで炎上してほしくない。 

・はっきり言うのが友達。 

・教科書は配布しない。 

・登場人物や関係性をま

とめる。 

・このあとどうなるか予

想させる。 

・全員幸せじゃない状況

を理解させたうえで、ど

うしたらよいかを考え

させる。 

・三角関係があることに

気づけるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イチロウも嫌な思いし

てるよ。注意できるの？

ナオコは悪くないじゃ

んなど補助発問をする。 

 

 

◎自分がイチロウだった

場合、どう思うか考え

る。 

◎コウタの立場になって

考えることができる。 
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告することができ

るだろうか。 

・悪いことはやらないほうがいいよ。 

【しない】 

・いってもわかってもらえない。 

・嫌われるかも。 

・友達じゃなくなるかも。 

☆信頼関係の構築には何

が大切か理解すること

ができる。 

 

終

末 

１

０

分 

７  信頼できる友達

関係のために大切

なことを、こころの

おとに記入する。 

・友達を思うなら言ったほうがいい。 

・喧嘩してもそれを修復できる関係が良

い。 

・正しいことと駄目なことを言ってあげ

ることが大切である。 

☆「こころのおと」に振り

返りを記述し、信頼関係

について記述できてい

る。 

 

 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

   研究協議では、黒須小学校の吉田校長先生より、指導・講評をいただいた。 

  ・小橋先生の子どもとの関係がいい。指名すると大人しい子も答えられる。クラスには色々な

生徒がいるだろうが、先生がよく見ている。 

  ・考え議論する道徳になっていた。先生がファシリテーターとして、生徒の話を繋いでいて、

役割を果たしていた。 

  ・生徒にとって当事者意識があった。「自分だったら」という視点で考えることができていた。

ただ、授業ではややソーシャルスキル的な側面が強かったので、道徳としてはそこからさら

に価値へと深めていけたら、よりよい。 

 

  

 

 

 

 

  

令和５年度 人権教育推進委員会 
      委 員 長  黒 須 小 学 校  校  長  吉田 穂高 

委  員  藤 沢 東 小 学 校  教  諭  市橋 伸一郎 

委  員  藤 沢 北 小 学 校  教  諭  木下 萌香 

委  員  向 原 中 学 校  教  諭  小橋 弘嵩 
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令和５年度 

入間市博物館・学校連携事業研究委員会の活動と博物館授業の概要 

 

はじめに 

   入間市博物館は、来年、３０年周年を迎えます。その間、学習指導要領は２度の改訂が行われ、

学習内容や指導方法が大きく変化してきました。さらに、令和２年度よりＧＩＧＡスクール構想

が急速に進み、教育現場のＩＣＴ化は現在進行形で行われています。博物館においても、そのよ

うな時代の変化に合わせた博学連携の授業の在り方が求められています。開館以前より活動を始

めた「入間市博物館・学校連携推進委員会（現在の入間市博物館・学校連携事業研究委員会：以

下博学委員会）」を中心に、博物館を活用しての授業を支援する取組の充実を目指し、常設展示の

効果的な利用や体験活動等の実践を進めるとともに、各学校の教育課程に対応する学習内容やＩ

ＣＴの活用についても考えてきました。また入間市では、“狭山茶とふれあう教育”を市の教育行

政重点施策としており、博物館においても主に中学生を対象に、日本の“和”の心を体験する青

丘庵での茶席体験も実施してきました。以下、今年度の博学委員会の活動概要と、博物館活用授

業について述べます。 

 

１ 令和５年度 入間市博物館・学校連携事業研究委員会 

  委 員  山田 亮太 （藤沢中学校 校長）  山本かすみ（東金子小学校 教諭） 

     戸口裕太郎 （金子小学校 教諭）  相羽 崇史（野田中学校 教諭） 

鹿山 良寛 （金子中学校 教諭）   

      小田部家秀 （入間市博物館副主幹）  栗原  淳（入間市博物館指導主事） 

事務局  澤田和也館長  津久井浩一主幹  梅津あづさ副主幹 

【第１回博学委員会】 

実施日  令和５年７月５日（水） 午後３時３０分から 

会 場  入間市博物館会議室 

  （１）澤田館長あいさつ 

  （２）自己紹介 

（３）委員長・副委員長選出（委員会規則第５条により選出） 

     委員長  山田 亮太委員（藤沢中学校校長） 

副委員長 山本かすみ委員（東金子小学校教諭） 

  （４）協議（委員会規則第６条により委員長が進行） 

    ①令和４年度学校による博物館利用の実績報告     

②令和４年度博学連携委員会の活動実績の報告 

    ③令和５年度の研究について 

・オンライン授業の改善。 

    ・オンラインを活用した「学び合い」授業の研究。 

・「教師のための博物館利用ガイド」の作成。 

※ 閉会後、常設展示見学。 教材として活用可能な資料の展示状況を見学。 

 【第２回博学委員会】 

実施日  令和５年９月２０日（水） 午後３時３０分から 

会 場  入間市博物館会議室 

〈出席者〉各委員及び梅津あづさ副主幹 

概 要  ○報告・協議 の提案について 

         ①オンライン授業案の検討。社会で扱う。 

         ②授業の計画 

         ２月上旬３年生社会「市のうつりかわり」 

         ２月中旬４年生社会「きょう土の伝統・文化と先人たち」 
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【第３回博学委員会】（予定） 

   実施日  令和５年２月下旬～３月上旬 午後３時３０分から  

会 場  入間市博物館会議室 

〈出席者〉各委員及び梅津あづさ副主幹 

   概 要   今年度の活動内容と来年度の方向性について 

 

２ 令和５年度 活用授業実績（予定を含む） 

 

１学期 

Ｎｏ 実施期日 曜 午前 

午後 

学校名 学 年 学 級 数 児童生徒数 

（人） 

引 率 者 数 

（人） 

学習内容 市バス 

（台） 

１ 4月 21日 金 午前 藤沢北小 3 3 105 5 科学室・講座室・茶の世界 ― 

２ 4月 26日 水 午前 藤沢小 6 2 71 2 自然・歴史（オンライン） ― 

３ 5月 10日 水 午前 藤沢東小 6 3 88 3 自然・歴史（オンライン） ― 

４ 5月 11日 木 午前 東金子中 1 3 89 7 茶席体験・歴史・茶の世界 ３ 

５ 5月 17日 火 午前 豊岡小 6 2 53 2 自然・歴史（オンライン） ― 

６ 5月 17日 水 午後 西武中 1 1  38 4 茶席体験・茶の世界 １ 

７ 5月 19日 金 午前 金子小 6 2 49 2 自然・歴史（オンライン） ― 

８ 5月 30日 火 午前 豊岡中 1 3 94 6 茶席体験・歴史・茶の世界 ３ 

９ 5月 31日 水 午前 東金子小 6 2 45 2 自然・歴史（オンライン） ― 

１０ 6月 2 日 金 午前 藤沢東小 3 3  91 4 科学・自然・講座室 ― 

１１ 6月 6 日 火 午前 西武小 6 3 111 3 自然・歴史（オンライン） ― 

１２ 6月 7 日 水 午前 狭山小 3 2 69 4 茶の世界・講座室 徒歩 

１３ 6月 8 日 木 午前 金子中 1 2 60 6 茶席体験・歴史・茶の世界 ２ 

１４ 6月 9 日 金 午前 東町中 1 2 67 3 茶席体験・歴史・茶の世界 ２ 

１５ 6月 13日 火 全日 藤沢中 1 6 198 11 茶席体験・歴史・茶の世界 ３ 

１６ 6月 14日 水 午前 藤沢南小 6 2 61 2 自然・歴史（オンライン） ― 

１７ 6月 15日 木 午前 狭山小 6 2 65 2 自然・歴史（オンライン） ― 

１８ 6月 22日 木 午後 野田中 1 3  104 5 茶席体験・歴史・茶の世界 ３ 

１９ 6月 23日 金 午前 藤沢北小 6 3 107 3 自然・歴史（オンライン） ― 

２０ 6月 28日 水 全日 上藤沢中 1 4 116 5 茶席体験・歴史・茶の世界 ２ 

２１ 6月 29日 木 午前 宮寺小 6 1 32 1 自然・歴史（オンライン） ― 

２２ 6月 30日 金 午後 武蔵中 1 3 97 3 茶席体験・歴史・茶の世界 徒歩 

２３ 7月 4 日 火 午前 新久小 6 1 29 1 自然・歴史（オンライン） ― 

２４ 7月 5 日 水 午前 扇小 6 4 114 4 自然・歴史（オンライン） ― 

２５ 7月 6 日 木 午前 高倉小 6 2 45 2 自然・歴史（オンライン） ― 

２６ 7月 7 日 金 午前 東町小 6 2 69 2 自然・歴史（オンライン） ― 
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２学期 

Ｎｏ 実施期日 曜 午前 

午後 

学校名 学 年 学 級 数 児童生徒数 

（人） 

引 率 者 数 

（人） 

学習内容 市バス 

（台） 

１ 9月 6 日 水 午前 黒須中 1 3 79 6 茶席体験・歴史・茶の世界 ２ 

２ 9月 7 日 木 午前 黒須小 6 2 62 2 自然・歴史（オンライン） ― 

３ 9月 12日 火 午前 仏子小 6 2 44 2 自然・歴史（オンライン） ― 

４ 9月 15日 金 午前 金子小 3 2 53 4 茶の世界・講座室 ― 

５ 9月 15日 金 午前 県立ひまわり特支高 1 2 7 4 茶席体験・茶の世界 ― 

６ 9月 22日 金 午前 越谷市立川柳小 4 4 129 7 自然・歴史・茶の世界・講座室 ― 

７ 10 月 19 日 木 午後 西東京市立東小 5 2 76 6 科学・自然・茶の世界 ― 

8 10 月 25 日 水 午前 藤沢小 3 2 49 4 科学・自然・茶の世界 ― 

9 10 月 26 日 木 午前 日高市立高根小 3 1 27 5 自然・茶の世界・講座室 ― 

10 11 月 10 日 金 午前 越谷市立瑞木小 4 2 57 4 自然・茶の世界・講座室 ― 

11 11 月 15 日 水 午前 三郷市立高洲小 4 1 29 4 科学・自然・茶の世界 ― 

12 11 月 21 日 火 午前 三郷市立桜小 4 2 41 5 自然・茶の世界・講座室 ― 

13 11 月 21 日 火 午後 瑞穂町立第五小 3 1 26 3 煎茶体験・茶の世界 ― 

14 11 月 29 日 水 全日 向原中 1 4 161 7 歴史・茶の世界・茶席体験 ２ 

15 12 月 12 日 火 午前 日高市立高麗川小 3 4 140 6 自然・歴史・茶の世界・講座室 ― 

３学期（予定を含む） 

Ｎｏ 実施期日 曜 午前 

午後 

学校名 学 年 学 級 数 児童生徒数 

（人） 

引 率 者 数 

（人） 

学習内容 市バス 

（台） 

１ 1 月 12 日 金 午前 藤沢小 3 3 51 4 入間の歴史・道具展見学・体験 ２ 

２ 1 月 16 日 火 午前 仏子小 3 2 49 3 入間の歴史・道具展見学・体験 ２ 

３ 1 月 16 日 火 午後 瑞穂市立第四小 3 2 54 6 入間の歴史・道具展見学・体験 ― 

４ 1 月 17 日 水 午前 狭山小 3 3 71 3 入間の歴史・道具展見学・体験 徒歩 

５ 1 月 18 日 木 午前 豊岡小 3 2 65 3 入間の歴史・道具展見学・体験 ２ 

６ 1 月 19 日 金 午前 高倉小 3 1 34 3 入間の歴史・道具展見学・体験 １ 

７ 1 月 24 日 水 午前 宮寺小 3 1 36 2 入間の歴史・道具展見学・体験 １ 

８ 1 月 24 日 水 午後 三郷市立後谷小 4 1 30 3 自然・茶の世界・講座室 ― 

９ 1 月 25 日 木 午前 藤沢東小 3 3 94 3 入間の歴史・道具展見学・体験 ２ 

１０ 1 月 26 日 金 午前 金子小 3 2 53 3 入間の歴史・道具展見学・体験 ２ 

１１ 1 月 30 日 火 午前 西武小 3 3 98 5 入間の歴史・道具展見学・体験 ３ 

１２ 1 月 31 日 水 午前 東金子小 3 2 43 3 入間の歴史・道具展見学・体験 １ 

１３ 2 月 1 日 木 午前 藤沢北小 3 3 107 4 入間の歴史・道具展見学・体験 ３ 

１４ 2 月 2 日 金 午前 藤沢南小 3 2 71 3 入間の歴史・道具展見学・体験 ２ 

１５ 2 月 6 日 火 午前 扇小 3 4 141 4 入間の歴史・道具展見学・体験 ４ 

１６ 2 月 6 日 火 午後 瑞穂町立第二小 3 2 41 3 入間の歴史・道具展見学・体験 ― 

１７ 2 月 7 日 水 午前 黒須小 3 3 86 4 入間の歴史・道具展見学・体験 ２ 
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１８ 2 月 8 日 木 午前 新久小 3 1 36 2 入間の歴史・道具展見学・体験 １ 

１９ 2 月 9 日 金 午前 東町小 3 2 60 3 入間の歴史・道具展見学・体験 ２ 

２０ 2 月 16 日 金 午前 川口市立新郷南小 4 2 50 3 自然・茶の世界・講座室 ― 

 2 月 21 日 水 午前 黒須（特支）   1 8 3 自然・歴史・茶の世界 ― 

計 ６２校 ― ― ４３２５ ２３３ ― ５３ 

 

３ 令和５年度 学校支援講座開催実績 

No 日時・講師（学芸員） 学校・学年・教科等 内容 

１ ５月９日（火） 

梅津あづさ 

金子小学校・第３学年・社会科 「お茶博士になろう」 

２ ５月２６日（金） 

梅津あづさ 

仏子小学校・第３学年・社会科 「お茶博士になろう」 

３ ７月５日（水） 

梅津あづさ 

所沢市立美原小学校 

第３学年・社会科 

「お茶博士になろう」 

４ ９月２１日（木） 

梅津あづさ 

扇小学校・第３学年・社会科 「ちいちゃんの時代のくらし」 

５ １０月６日（金） 

 小田部家秀 

高倉小学校・第６学年・社会科 「お寺の建物のしくみ～重要文化財で学

ぶ歴史～」 

６ １１月１６日（木） 

 小田部家秀 

藤沢北小学校・第６学年・理科 「入間市の坂と段差はなぜできた？～写

真と図で見る地形散歩～」 

７ １１月２２日（水） 

 小田部家秀 

藤沢北南学校・第６学年・理科 「入間市の坂と段差はなぜできた？～写

真と図で見る地形散歩～」 

８ １２月５日（火） 

 小田部家秀 

野田中学校・第１学年・総合 「入間市の坂と段差はなぜできた？～写

真と図で見る地形散歩～」 

 

４ 終わりに 

   博物館には、毎年市内外の小・中学校等の多くの児童・生徒が来館し、青丘庵での茶席体験を

はじめ様々な体験や見学・観察を通して、学校教育の充実に向けて活用していただいています。

博物館では、学校との綿密な事前授業打合せを行い、社会、理科、総合的な学習の時間、学校行

事等の教育課程に合わせて、授業活用案を作成して有意義な学習になるように工夫をしています。 

  今年度の入間市博物館・学校連携事業研究委員会では、博物館を活用したオンライン授業につ

いて研究してきました。また、入間市教育委員会が進めている「学び合い」の授業に挑戦しまし

た。今後は、各学校の教育課程・各教科・単元、その地域に合わせた博物館授業ができるように、

出前授業やオンライン授業を含めた博物館授業を充実させていきたいと考えています。 
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